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ことを、// で音韻表記であることを示すことにする。拼音も必要に応じて // で
括って示す。例えば、「チ」は今は [] と発音しているが、かつては [] であっ

























[] と聞こえるのだが、日本語の発音に変化が生じ、かつての [] は
[s~] に変わってしまった。これにより、カナのサシスセソの表す発音は sa, 































「hake」と「hage」の違いは k か g かである。すると k と g は日本語において
異なる「音韻」ということになる。「hake」と「hako」を比べると、e と o は
別物ということになる。一方、「ige」を「hige」のように発音してもちょっと
違和感はあろうが、別の単語にとられることはない。すると  と h は意味の違








には北京方言に基づく「普通話」で「编」を [an]、「行」を [a] と表記する
のは前者の例（厳密には [n], []）、日本語で「ハ行」表記について、音韻
論的には「ha, h, hu, he, ho」とすべきところ、「ha, h, fu, he, ho」としている










































のように、複合語の中で子音が濁る現象であるが、いずれも  → 、 → g、































のように、h, , , ,  →  となっていて、他と随分違っている。沖縄型が本来






















































く母音により異なった変化を遂げて、ハ行は [ha, , , e, o] のように変わっ
たと考えられる。







　　雲　　uu  o → u：、u：o
　　雨　　a  ae → a：a、：e
　　夜　　uu ou  → u：o、u：u
　　目　　 e  → ：e
　母音の対応状況を見てみると、東京方言の [a, , , e, o] と 5つあるのに対し、
沖縄方言には [a, , u] の 3つしかない。仔細にその関係を見ると、
　　東京 [a] 　　 沖縄 [a]
　　東京 [] 　　 沖縄 []
　　東京 [e] 
　　東京 [] 　　 沖縄 [u]
　　東京 [o] 
となっていて、沖縄の [] は東京の [] と [e] に、沖縄の [u] は東京の [] と [o]
に対応していることが分かる。沖縄の 3母音型と東京の 5母音型のどちらが先
であろうか ? もし東京型が先だと沖縄においては [] と [e] が [] に、[] と [o]
が [u] に合流したということになる。今、東京方言の [] が昔 [u] であったか
どうかということは問題にしない。逆に沖縄型が先だと東京において [] が []
と [e] に、[u] が [] と [o] に分裂したということになる。合流に関しては特に
条件を考える必要はないが、分裂を想定する場合にはどのような条件で分裂し
たか考える必要が出てくる。もし条件なしに分裂したとなると、[] と [e] につ
いて東京以外の 5母音型方言と東京方言を比べて見ると、東京方言のある語彙
の [] は A 方言では []、B 方言では [e] として現れ、別の語彙の [] は A 方言
では [e]、B 方言では [] として現れるといったふうに、5 母音型方言同士の間
で  と e の対応に規則性が見られないはずである。しかし現実には極めて整然
としており、東京方言の [] は東北方言、近畿方言、九州方言いかなる方言で
あろうが、常に [] として現れ、[e] もまた同様に、これらの方言にあっては常
に [e] で現れる。方言間で具体的音価に若干の違いが見られることはあるが、
一対一の対応関係が崩れることはない。然るに沖縄方言の [] の東京方言 []、
[e] へのいかなる分化条件も見出すことは出来ない。ということは東京型の 5
母音の体系が先ということである。沖縄の [u] と東京の [] と [o] との間の関
係、5 母音型方言同士の間の u と o の対応についても同様のことが言える。つ
まりこの母音の問題に関しては沖縄型の方が新しく、東京型の方が古いと言え
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るのである。但し厳密に言えば、5 母音型の方が 3 母音型より古いということ
は確実に言えても、現代東京方言の個々の母音の具体的な発音のあり方が昔の



















下位区分することができない。今普通話を例にとれば、z[s], c[s]; zh[], 
ch[]; [], q[] は破擦音で、音声的には二つの音からなっているが、これ













韻に即して説明すると、I は , , , f, , , n, , , , ,  , s, s, s, , , , , 
, , ゼロの 22、V は a 若しくは 、さもなくばゼロの 3 通りしかない。M は
, u, ü[], ゼロの 4通り、E は , u, n, , ゼロの 5通りしかない。これに声調 T の
第一声（伝統的には陰平声という）、第二声（陽平声）、第三声（上声）、第四声





＝ 22x4x3x5x4＋α＝ 5280＋αということになるが、この中には I ＝ゼロ、M
＝ゼロ、V ＝ゼロ、E ＝ゼロというような組み合わせまで含まれている。音節
一覧表（大抵の初級中国語テキストの巻末に附されている）を見ると、一目瞭
然だが、普通話だと z[s], c[s], s[s]; zh[], ch[], sh[], []; g[], [], h[] は
介音 [], ü[] とは結びつかないとか、[], q[], [] は介音 u[u] とは結びつ
かないといった多くの制約があるし、また一音節内で介音と韻尾が同じ音とな
ることは無いというような共起制約も有って、uao[uau], uou[uu], a[a], 
e[] といった韻母は存在しない。ü[] は [] ＋ u[u] と考えられるから、同じ
ように üao[au], üou[u], üa[a], üe[] といった韻母もまた存在しない。と







ば an と a とでは、前者が [n] であるのに対し（但し an のときは [n]）、後
者は [] と、V の実際の現れ方は違うが、他に [n]、[] がある訳ではない。















diān/an/[n]」、「宽 kuān/uan/[un]」、「圈 quān/an/[n]」は VE（こ
こでは /an/ の部分）を共有しているので押韻可能だし、「朋 péng//[]」、
「宁 níng/n/[]」、「红 hóng/u/[]」、「雄 xióng//[]」もまた VE 
(//) を共有しているので、押韻可能である。伝統的には M に u があるかない
かで、有るものを「合口」、無いものを「開口」と呼び、両者をあわせて「開
















（拼音では ）を示すのに、[] を声母とする常用字「幇 55」（拼音では bāng）
を用いて「幇母」と称したり、韻母 [u]（拼音でも u）を示すのに、[u] を含む




























































































































































麟之 Zhāng Línzhī による序が二種類あり、その第一序は紹興辛巳 31 年 1161 七
月となっている。残念ながら、それより遡る確実な手掛りは無い。興味深いこ









　『韻鏡』は一時期、「鏡」が宋の翼祖（太祖趙匡胤 Zhào Kuāngyìn927-976 の
祖父）の諱「敬」と同音であることから、これを避けて『韻鑑』と呼ばれたこ
とがあったが、現在では元々の名『韻鏡』で通っている。翼祖の諱を避けるこ























う書名が現われる（序第 4葉表第 7行）。三沢 1962 は序例中の「調音指微」だ
けは第二序と共に後になって付け加えられたものとする。これらもまた重刊時
































































































































































銘打って、やはり自家版で刊行している（1953 初版、1956 再版、1960 第三版
のうちの第三版）。無論、印融本に反切が附されていたとは考えられない。
　現在、韻図、序文を含めて完全なかたちで残っている最古のテキストとされ
るのは、醍醐寺蔵の嘉吉元年 1441 写本である。このテキストは 1938年に橋本
進吉の解説を附して日本古典保存会から『指微韻鑑』という書名で影印が出さ
れた。これに次ぐものとして東京教育大学国語学研究室蔵（現筑波大学蔵）の





















































































































































































































の増補版『切韻』で首尾完備しているものに唐蘭 Táng Lán という学者が神竜
































うように呼ばれるものがある。この Дх は敦煌のキリル文字表記 Дуньхуан
（ローマ字に直せば Dunhuang となる）の略称である。キリル文字を一部ロー
マ字に置き換えて、Dx（また DX とも）と表記することもある。Dh、DH と
いう表記は見かけない。なおトゥルファン出土文書の中にも『切韻』残巻があ
る。ドイツ所蔵のこの手の文書は、出土した場所、トゥルファン吐魯番 Turfan






































称で、平声、上声、去声、入声の 4 つを含む。4 つの声調のそれぞれが当時ど
のような高さ、調形（平板、上昇、下降）を持っていたのかよくは分からな












ば平声は 1. 東、2. 冬、3. 鍾…のようになっている。以下に示す韻目表の平声











覧を寄せ集めると、全部で 206の韻目となる。原本『切韻』では 193 だったと















　　　　1   1   1   1  1
　　　　2    2   2  1
　　　　3   2   3   3  1
　　　　4   3   4   4  2
　　　　5   4   5   3
　　　　6   5   6  3
　　　　7   6   7  3
　　　　8   7   8  3
　　　　9   8   9  4
　　　 10   9  10  4
　　　 11  10  11  4
　　　 12  11  12  5
　　　  13  5
　　　  14  5
　　　 13  12  15  5
　　　 14  13  16  5
　　　 17  5
　　　 15  14  18  5
　　　 16  15  19  5
　　　  20  5
　　　 17  16  21   5  6
　　　 　↑ 　↑ 　↑ 　↑
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　　　 18  17  22   6  6
　　　 19     7  6
　　　 20  18  23   8  6
　　　 21  19  24   9  6
　　　 22  20  25  10  → 7
　　　 23  21  26  11  6
　　　 24  22  27
　　　 25  23  28  12  7
　　　 　↑ 　↑ 　↑ 　↑
　　　 26  24  29  13  7
　　　 27  25  30  15  7
　　　 28  26  31  14  7
　　　　1  27  32  16  7
　　　　2  28  33  17  7
　　　　3  29  34   8
　　　　4  30  35   8
　　　　5  31  36   8
　　　　6  32  37   8
　　　　7  33  38   9
　　　 　↑ 　↑ 　↑
　　　　8  34  39   9
　　　　9  35  40   10
　　　 10  36  41  18  11
　　　 11  37  42  19  11
　　　 12  38  43  20  12
　　　 13  39  44  21  12
　　　 14  40  45  22  12
　　　 15  41  46  23  12
　　　 16  42  47  24  13
　　　 17  43  48  25  13
　　　 18  44  49   14
　　　 19  45  50   14
　　　 20  46  51   14
　　　 21  47  52  26  15
　　　 22  48  53  27  16
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　　　 23  49  54  28  16
　　　 24  50  55  29  16
　　　 25  51  56  30  16
　　　 26  53  58  31  16
　　　 27  54  59  32  16
　　　 28  52  57  33  16
　　　 　 　↓ 　↓



























あったかについては 36. 韻（祭韻平声）があった ? を参照。
5.2.四声相配
　「四声相配」とは声調以外に違いの無い関係にある韻同士を言う。普通話で







いのは入声の扱いである。入声は -, -, - といった子音を韻尾に持つ韻であっ
た。だから a, a, , u といったような韻尾がゼロまたは母音の韻母は四声相配
といっても、入声は欠けることになる。
　　　平声　　　　　　　上声　　　　　　　去声　　　　　　　入声
　　下   7 　平声 33 　上声 38 　去声 （無し）
　　上 15 　u平声 14 　u上声 18 　u去声 （無し）
　　上 11 　o平声 10 　o上声 11 　o去声 （無し）
　　下   5 　au平声 31 　au上声 36 　au去声 （無し）
　入声があるのは平上去声で鼻音韻尾を持つ韻母に限られる。今、推定音価を
用いて示すと、例えば平声下 23 の談 平声韻をとって見ると、上声 49 の敢
上声韻、去声 54の闞 去声韻と声調以外の点で全く違いが無い。また盍 入声
韻も * の staccato tone で、短く詰まって発音されるために呼気が鼻腔に及ば
ず、韻尾の - の現実の音声的現れ方が - となってしまっているというふうに
考えられるから、盍 入声として、これと同様に扱うことができる。つまり、









去）-：入声 -；舒声（平上去）-：入声 - という関係にあるものがあり、
舒声（平上去）が鼻音韻尾：入声（鼻音韻尾と同一調音点の）子音（無声閉鎖
音）韻尾という共通点を持っている（-, - については 7.1.摂と内転、外転
で説明する）。
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上   3 o平声   2 o上声   3 o去声   3 o入声（＝ o入声）










　　　平声 　上声 　去声　 　　　 　入声
　　真韻「人」rén、 軫韻「忍」rĕn、 震韻「刃」rèn、 質韻「日」rì；
　　唐韻「桑」sāng、 蕩韻「顙」săng、 宕韻「喪」sàng、 鐸韻「索」suŏ；




　　真韻「人」n、 軫韻「忍」n、 震韻「刃」n、 質韻「日」；
　　唐韻「桑」、 蕩韻「嗓（＝顙）」、 宕韻「喪」、 鐸韻「索」；









　　「控：空去（控 o去声＜ ou去声は空 o平声＜ ou平声の去声）」、
　　「抽：丑平（抽 eu平声＜ u平声は丑 eu上声＜ u上声の平声）」
といった形式の音注の中に、
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　　「鬱：氳入（鬱 e入声＜ 入声は氳 en平声＜ n平声の入声）」とか、





























　　11 薺 jì（ze上） 12 霽 jì（se去） cf. 去声 13 祭 jì（s去）
　　21 混 hùn（un上） 26慁 hùn（un去）
　　32 皓 hào（u上） 37号 hào（u去）
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　　37蕩 dàng（上） 42 宕 dàng（去）
　　40静 jìng（z上） 45 勁 jìng（去） cf. 去声 46徑 jìng（e去）
 　　　　 　去声 43 映（敬）の敬も jìng（a去）
　　45 厚 hòu（u上） 50候 hòu（u去）
　　55 范 fàn（上） 60梵 fàn（去）



































　　　　　 平　　 上　　 去　　 入
 1. 高 u、 暠 u、 告 u、 各  ； 舒声「豪皓号」：入声「鐸」
 Cf.13. 剛 、 、 鋼 、 各  ； 舒声「唐蕩宕」：入声「鐸」
 11. 歌 、 哿 、 箇 、 葛  ； 舒声「歌哿｛箇過｝」：入声「曷」
 17. 該 、 改 、 蓋 、 葛  ； 舒声「咍海｛代泰｝」：入声「曷」
 Cf.7. 干 n、 笴 n、 旰 n、 葛  ； 舒声「寒｛旱緩｝｛翰換｝」：入声「曷」
 19. 灰 u 賄 u	 晦 u 忽 u ； 入声「灰賄｛隊泰｝」：入声「没」
 Cf.10. 昬 un  un 惽 un 忽 u ； 入声「魂混｛慁愠｝」：入声「没」
というような四声相配の例が見られる。各行頭の数字は転図に附された番号。
つまり、『切韻指掌図』では既に説明したような、入声韻尾韻 (-, -, -) を陽韻





 25. 高 u、 暠 u、 告 u、 各  ； 舒声「豪皓号」：入声「鐸」













　　皇 u平 晃 u上 璜 u去 鑊 u入 禾 u平 禍 u上 和 u去
　　光 u平 廣 u上 珖 u去 郭 u入 戈 u平 果 u上 過 u去（9）
また同じ「天巻・調四声譜」に「四声紐字、配為双声畳韻如後」と言い、以下
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の 12 例を挙げる（興膳 1986、p.21-23）。これは上で言う「四字一紐」と同じ
と見て良いだろう。
　　郎 平 朗 上 浪 去 落 入 黎 e平 禮 e上 麗 e去 捩 e入
　　剛 平 上 鋼 去 各 入 筓 e平 e上 記 e去 結 e入
　　羊 平 養 上 恙 去 藥 入 飴（＜夷）平 以 上 異 去 逸 入
　　鄉 h平 嚮 h上 向 h去 謔 h入 奚 e平 e上 （蒵＜ ）e去 纈 e入
　　良 平 兩 上 亮 去 略 入 離 e平	邐 e上 詈 e去 栗 e入





























































































　今推定音価に基づいて例を挙げれば、例えば o と o は別の韻類（前者は
M がゼロ、後者は M が ）として分類され、前者は冬韻、後者は鍾韻となっ
ているのに、同様の関係にある二つの韻類 ou と u は同じ東韻に入れられ





では n と un は別の韻として前者は寒韻、後者は桓韻とされているのに対し、
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無いはずで、確かに厳密に言えば、2 東韻 (ou, u) に相配する上声董韻
(ou)、12 斉韻 (e, ue) に相配する上声 11 薺韻 (e)、14 皆韻 (, u) に相配す
















ので、「直音法」と呼ばれる。基本的に A と B は同音関係にあると考えて良い。

















































































































































　  n　  o　  n平声




















は下字のみが担うのが普通で、拗介音 ,  が絡む場合は上字、下字の双方が関

















Lǚ Jìng の『韻集』、夏侯詠 Xiàhóu Yŏng の『韻略』、陽休之 Yáng Xiūzhī の『韻
略』、李季節 Lĭ Jìjié の『音譜』、杜台卿 Dù Táiqĭng の『韻略』を指す。いずれ
も今に伝わらない）の反切を踏襲した結果、『切韻』に含まれることになった
のであろう。王三の例外的な反切については李栄 Lĭ Róng『切韻音系』科学出






　　　 u　 　 u
　　　　延　：以　　然




　　　 n　 　 n
　　例外的な反切
　　1. 県 xiàn ：黄 huáng 練 liàn	 （『広韻』同じ）
　　　　uen  　　	u	 　	en  en にあらず
　　2. 會 huì ：黄 huáng 帯 dì （cf.『広韻』　「黄 huáng 外 wài」）
　　　　 u  　 	uu  　	   にあらず　  uu　	u
　　3. 騂 xīng ：息 xī 営 yíng （『広韻』同じ）
　　　　 s  　 s  　		  s にあらず
　　4. 防 fáng ：扶 fú 浪 láng （cf.『広韻』「符 fú 方 fāng」）
　　　　   　 uo  　			   にあらず  uo  
　　5. 往 wăng ：王 wáng 両 liăng	 （cf.『広韻』「于 yú 両 liăng」）
　　　　  　   　		   にあらず uo　
　　6. 為 wèi ： wĕi	 支 zhī
　　　　 e  　			e  　e
　　7. 位 wèi	 ：洧 wĕi 冀 jì	 （cf.『広韻』「于 yú 冀 jì」）
　　　　   　　  			   にあらず  uo  
　　8. 偽 wĕi(＞wèi)：危 wēi(＞wéi)　賜 cì(＞sì)
　　　　 e　　　　	　e　　　 	　se（cf.『広韻』「危 wēi(＞wéi) 睡 shuì」）
  　　　　　　　　	e　　　　  e
　　9. 役 yì ：營 yíng 隻 zhī	 （『広韻』同じ。「隻」は「 」s
　　　 	  　　  　   の誤り?）
cf.
　 10. 敻 xiòng ：虚 xū 政 zhèng（王二）（cf.『広韻』「休 xiū 正 zhèng」）














































































en：苦 o 見 en」（この字を含め、2 字から成る小韻）の他に、韻末に「
en：口 u 見 en」という 1 字のみの小韻がある。両者は全くの同音であ
り、「 」は前者の第 3 字として付け加えられるべきものであった。そこで
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『広韻』はそのように訂正している（『広韻』では全部で 8字の小韻となってお








小韻は散見する。例えば、脂韻上声旨韻の末尾に「 ：止  姊 s」とあ
るが、これは韻目ともなっている最初の小韻「旨 ：職  雉 」と同音で
ある。また泰韻にも既に「剣 su：七 se 會 u」があるのに、韻末にま












ていなければならない。例えば「冬 o：都 o 宗 so 切」では帰字の「冬

























　これを反切系聯法で韻母について纏めて行くと、1, 2, 4, 5, では「分」が共通
要素にあるから、＝で結んだ諸字を同じ韻母を持つと見なして纏めてしまうこ



















































　　1.平聲 　　2.上聲 　　3.去聲 　　4.入聲
1-01.戎：如隆（如融） 2-01.冗：而隴（＝） 3-01. ：而用（＝） 4-01.肉：如竹（如六）
1-02.茸：而容（＝） 2-02. ：而髓（蘂：如累） 3-02. ：而睡（而瑞） 4-02.辱：而蜀（＝）
1-03.兒：汝移（＝） 2-03.爾：兒氏（＝） 3-03.二：而至（＝） 4-03.日：人質（＝）
1-04.痿：人垂（＝） 2-04.蕊：如藟（如壘） 3-04.餌：仍吏（＝） 4-04.熱：如列（＝）
1-05.蕤：儒隹（＝） 2-05.耳：而止（＝） 3-05.洳：餌據（人恕） 4-05.爇：如雪（爇：如劣）
1-06.而：如之（＝） 2-06.汝：如与（人渚） 3-06.孺：而遇（＝） 4-06.讘：而涉（＝）
1-07.如：汝魚（人諸） 2-07.乳：而主（＝） 3-07.芮：而銳（＝） 4-07.入：尓執（入執）
1-08.儒：日朱（人朱） 2-08.忍：而軫（＝） 3-08.刃：而晉（而振） 4-08.若：而灼（＝）
1-09.臡：人兮（＝） 2-09.蹨：人善（＝） 3-09.閏：如舜（如順）
1-10.犉：如均（如勻） 2-10.輭：而兗（＝） 3-10. ：人絹（＝）②














1-01. 戎：如隆	 2-04. 蕊：如藟 3-11. 讓：如狀 4-01. 肉：如竹
1-06. 而：如之 2-06. 汝：如与 3-09. 閏：如舜 4-04. 熱：如列
1-10. 犉：如均 2-12. 壤：如兩  4-05. 爇：如雪







α「如」：1-01 戎、1-06 而、1-10 犉、1-11 仁、1-12 然、1-14 饒、1-17 任、1-19



























1-02. 茸：而容 2-01. 冗：而隴 3-01. ：而用 4-02. 辱：而蜀
1-13. 壖：而緣 2-02. ：而髓 3-02. ：而睡 4-06. 讘：而涉
 2-05. 耳：而止 3-03. 二：而至 4-08. 若：而灼
 2-07. 乳：而主 3-06. 孺：而遇
 2-08. 忍：而軫 3-07. 芮：而銳
 2-10. 輭：而兗 3-08. 刃：而晉
 2-15. 冉：而琰 3-14. 染：而贍
 3-15. 認：而證
から、上字「而」を共有する
β「而」：1-02 茸、1-13 壖、2-01 冗、2-02 、2-05 耳、2-07 乳、2-08 忍、2-10





は β 群中に見える字を上字にしているから、「柔、妊」の 2 字を β に加えて良
い。つまり以下のようになる：
β’「而」：茸、壖、冗、 、耳、乳、忍、輭、冉、 、 、二、孺、芮、刃、
染、認、辱、讘、若、柔、妊　（＜ β ＋柔、妊）






1-04. 痿：人垂 2-09. 蹨：人善 3-12. 輮：人又 4-03. 日：人質









は上字「日」が γ 群に見えるから、帰字「儒」を γ に加えて良い。そして「儒」
を上字とする反切の帰字「蕤」もまた γ に加えて良い。





















































　この 6 つの反切を反切系聯法を用いて整理すると、1, 2 から「多、得、徳」



























































音でも例えば中国語初級の発音練習で、拼音の o, o, o がゆっくりした発音
だと、それぞれ [uo], [uo], [uo] のような現われ方をすることに気付いた人









德 , u 韻 黑 h：呼 ho北 (u)	 hu：呼 ho 或 u
宕 , u 韻 抗 ：苦 o 浪   曠 u：苦 o謗 (u)
鐸 , u 韻 各 ：古 o 落 	 郭 u：古 o博 (u)
怪 , uI 韻 誡 ：古 o拜 (u)	 怪 u：古 o 壞 u










　  韻目　　　  声母　　 開口韻　　　　　　　　　 合口韻
怪 , u 韻 生    ← ：所拜
夬 a, ua 韻 澄 	 a  ← ：除邁
潸 an, uan 韻 影     　 綰：烏板→ uan
諍 , u 韻 莊 	  ← 諍：側迸
 影    ← ：鷖迸
 曉 h  　 轟：呼迸→ hu
































　陌韻　　格 gé　 ：古 gŭ 伯 bó ――　　虢 guó　 ：古 gŭ 伯 bó
　　　　　 a　　　o　(u)a　　　　　　　ua　　  o　(u)a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『唐韻』、『広韻』）




　　　 cf. 格 gé　 ：古 gŭ 陌 mò 切 ――　　虢 guó　 ：古 gŭ 伯 bó 切
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（王二、王三）
　紙韻　　企 qĭ　 ：丘 qiū 弭 mĭ ――　　跬 kuĭ ：丘 qiū 弭 mĭ
　　　　　 e　　 u 	(u)e　　　　　　 e　 u 	(u)e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『広韻』）
　獮韻　　棧 zhàn ：士 shì 免 miăn ――　　撰 zhuàn ：士 shì 免 miăn














　黠韻　軋 yà：烏 wū 八 bā　　――　　嗗 wā：烏 wū 八 bā
　　　　 　　 o　(u)　　　　　　u　　o　 (u)
　　　 cf. 軋：烏　黠 ―― 嗗：烏　八　（切三、王一、王三）
　　　 cf. 軋：烏　黠 ―― 婠：烏　八　（『唐韻』、『広韻』）
王三に
　映（敬）韻　行 xìng：胡 hú 孟 mèng　　――　　蝗 hòng ?：胡 hú 孟 mèng
　　　　　　　a　　	o　(u)a　　　　　　  ua　　　 o　(u)a
　　　 cf. 行：胡　孟 ―― 蝗：戸　孟　（王一、王三、『唐韻』）
















































　佳韻　　佳 jiā：古 gū 膎 xiá ?  ―― 媧 guā：姑 gū 柴 chái（切三、王三）
　a, ua　　a　    o　  a　　　　  　　  ua　　　 o 　a
　養韻　　　――――  ―― 往 wăng：于 yú 両 liăng
　, 　　　　　　　　　　　　　　     　　 u　 
　宕韻　　盎 àng：烏 wū 浪 làng  ―― 汪 (wàng ?)：烏 wū 浪 làng
　, u　 　　 o　  　　　　　    u　　　  o　　
　　　　　　――――  ―― 荒 (huàng ?)：呼 hū 浪 làng
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   hu　　　   ho　   
　青韻　　形 xíng：戸 hù 経 jīng  ―― 熒 (xióng ?)(＜yíng)：胡 hú 丁 dīng
　e, ue　　e　　 o　 e　　　　　　ue　　　　　　　	o　  e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（切三、王三）
　迥韻　　婞 xìng ?：胡 hú 頂 dĭng  ―― 迥 (xiŏng ?)：戸 hù 頂 dĭng
　e, ue　　e　　　o 　   te　　　　　ue　　　  o　　e
　　　　　　――――  ―― 鎣 (wèng ?)：烏 wū 定 dìng
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ue　　　	 o　   e
　勁韻　　 (xìng ?)：許 xŭ 令 lìng  ―― 敻 (xiòng ?)：虚 xū 政 zhèng（王二）









































れているのが普通なのだが、何故か 22 元韻だけは、25 寒韻から下 2 仙韻まで
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を纏めた山摂の方に所属するのに、6 の臻摂（17 真韻から 24 痕韻まで）諸韻
の中に混じって配置されている。これは中古音以降の変化で、主母音が臻摂諸
韻のそれに近づいたことの反映なのかもしれない。後に十六摂の 2 江摂を 11
宕摂に纏め、10 仮摂を 9 果摂に纏めたのが先に触れた「十四摂」であり、更





　　　　　　 外転　　　　　　　　　  内転
　　　　　 11 a ――　　　 1 
　　　　　  2 a
　　　　　 12 a ――　　　13 
　　　　　  5 a ――　　　 3 
　　　　　  9 a ――　　　 4 
　　　　　 10 a
　　　　　  7 an ――　　　 6 n
　　　　　  8 au ――　　　14 u
　　　　　 16 a ――　　　15 
同じ音価が現れているところがあるが、主母音に若干の違いがあるということ















残しているようなところがある。上古音では、2 江摂所属韻は内転系の 1 通摂
所属韻と近い関係にあり、10 仮摂もまた内転系の 4 遇摂所属韻と近い関係に
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あった。この関係は時代を降るとともに徐々に疎遠になって、2 江摂所属韻は
11 宕摂に、10 仮摂所属韻は 9 果摂所属韻に近づいて行くが、南北朝の南宋
（420-478）くらいまではまだ上古音的特徴が詩文の押韻状況になお反映してい





尾に 2 系列を認める説が通行している。それ以前は  と推定されていたもの
を、 と  もしくは  と  或いは  と  に分ける。入声韻尾の場合も同様で
これに順ずる（c：、：q、：）。ちょっと紛らわしい表記なのだが、 と
 を平山先生は  と u のように表記している（入声は ：u）。例えば江韻
の au という推定音価は主母音の部分が au、韻尾が  というのではなく、主
母音 a、韻尾 u を意味しているから、要注意である。現代福州方言などには
「郑」[a] に対して「店」[a]、「段」[u] に対して「重」[] といったよ
うな字音が存在する。頼惟勤先生などは IMVE の V から E への渡り音を析出
させて G（G は Glide の G）とし、音節全体を IMVGE とする分析方法を提案
しておられる。それに従えば上の福州方言の例は G ＝ゼロ, , u,  というよう
な分析ができそうである。だが、GE 全体で一つの音 E と考えて、唇の丸めを








理することで得られる。例えば曽運乾 Zēng Yùnqián1928;1996 の整理結果だと













　五音　（七音）　  （全）清　　 　 次清　　　　 （全）濁　　 　 次濁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （または清濁）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　唇音　重唇音　　博	（幫洪） 普	（ 洪） 	（並洪） 	（明洪）
　　　 （軽唇音） 　 	（幫細） 	（ 細） 符	（並細） 武	（明細）
　舌音　舌頭音　　都 （ 洪）  （ 洪） 徒 （ 洪）  （ 洪）
　　　 （舌上音） 　陟 （ 細） 丑 （ 細）  （ 細）  （ 細）
　牙音　　　　　　古 （見洪）  （ 洪） 　× 五 （疑洪）
　　　　　　　　　居 （見細）  （ 細） 	（群細） 魚 （疑細）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　歯音　歯頭音　　作	（ 洪） 倉	（ 洪） 昨	（從洪）
　　　　　　　　　子	（ 細） 	（ 細） 	（從細）
　　　　　　　　　  （心洪）  ×
　　　　　　　　　息	（心細） 徐	（邪細）
　　　　正歯音　　側	（照） 初	（ ） 士	（牀）
　　　　　　　　　所	（ ） 俟	（ ）（曽運乾は×）
　　　　正歯音　　  （照） 昌	（ ） 食	（牀）
　　　　　　　　　式	（ ） 	（ ）
　喉音　　　　　　烏	（影洪）
　　　　　　　　　於	（影細）



























　「唇音」　： 唇音 labial（両唇音 bilabial と唇歯音 labio-dental の双方を含む）
　「重唇音」： 唇音 labial のうちの両唇音 bilabial
　「軽唇音」： 唇歯音 labio-dental
　「舌音」　： 対応する名称なし。以下の「舌頭音」と「舌上音」の総称
　「舌頭音」： 歯音 dentals の閉鎖音及び鼻音




　「歯頭音」： 歯音 dentals の破擦音、摩擦音





　「喉音」　： 声門閉鎖音 glottal stop、口蓋垂音 uvular sounds（或いは軟口蓋音
velar）の摩擦音、半母音 semi-vowel
　「半舌音」： 側面音 lateral のうち、特に歯茎側面接近音







的文献には出てこない。カールグレンの Etudes sur la phonologie chinoise の中国











に関しての一致傾向は『切韻』では顕著とは言い難い）。例えば  の  を表
すときに用いられる上字は反切下字  の韻母  と重ね併せ易いように、例え
ば o のような拗介音を持たない字音が選ばれ、 の  を表すときにはこれ
に対し、 の韻母  と重ね併せ易いように、例えば o のような拗介音を持
つ字音が用いられる、というふうになっている。この辺の事情は先の 6.3.反
切系聯法で了解済みのはずである。この場合、反切系聯法で整理すると、二種


















れは無視して話を進める。カ行のカキクケコは厳密には [a], [c], [u], [e], 
[o] である。イ [] と結びつくときは [] ではなく [c] が現われる。これは本来
は他の場合と同様、[] なのだが、発音し易いように、[] のときだけこれに合
わせて調音点が [] より前の [c] となって現われる。[] という音が別に存在
する訳ではないので、[c] を [] と看做しても支障は来たさないというふうに
処理することもできる。このカ行に現れる子音を 1 種（[]）と看做すか、2 種























　　　　　　　　  （全）清　　 　 次清　　　　 （全）濁　　 　 次濁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （または清濁）
　唇音　重唇音　　幫     並  明 
　　　　軽唇音　　非 f/f   f/f  奉 /  微 /
　舌音　舌頭音　　        n
　　　　舌上音　　知 /   /   /   /
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 無別）
　牙音　　　　　　見    群  疑 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　歯音　歯頭音　　  s   s  從 z
　　　　　　　　　心	s  邪	z
　　　　正歯音　　照   穿   牀 
　　　　　　　　　審    
　喉音　　　　　　影   喻	
　　　　　　　　　晓 /h  匣 /
　半舌音 来 
　半歯音 日 //


























りある。4つを f, f, , とする考えと、f, f, , とする考えである。前者
のように発音する方言の報告例は無い。後者だと摩擦音 f に無気：有気の対立
を認めることになり、このような対立の実在を疑問視する向きもあるが、中国
語方言に実例がある。マスペロ Maspero, H. は「Études sur la phonétique historique 
de la langue annamite（ベトナム語音韻史研究）」BEFEO, 12, 1912という長大な論
文で、非、敷の区別は重唇音の 4つの区別に対応させるべく、人工的に設けら
れた区別だと主張したが、この説はカールグレン Karlgren, B. が否定した後は殆
ど顧みられないようである。カールグレンの『中国音韻学研究』pp.416-417 参
照。先ずは重唇音 , , ,  であったものが、f, f, ,  と変化し、それ










































　五音　（七音）　  （全）清　　 　 次清　　　　 （全）濁　　 　 次濁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （または清濁）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　唇音　重唇音　　幫     並  明 
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　　　 （軽唇音　　非 f/f   f/f  奉 /   /）
　舌音　舌頭音　　        n
　　　　舌上音　　知 /   /   /   /
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 無別）
　牙音　　　　　　見     群	 疑 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　歯音　歯頭音　　  s   s  從	z
　　　　　　　　　心	s  　　　　　邪 z
　　　　正歯音　　 /側（照二）  （ 二）  /士（牀二）
　　　　　　　　　生/疏/所（ 二）  　　　 俟（ 二）
　　　　正歯音　　 /照/ （照三）/  昌/ （ 三）/  / /食（牀三）/








































　五音　（七音）　  （全）清　　 　 次清　　　　 （全）濁　　 　 次濁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （または清濁）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　唇音　重唇音　　幫	   並	 明	
　舌音　舌頭音　　         n
　　　　舌上音　　知          
　牙音　　　　　　見	    群	 疑	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　歯音　歯頭音　　  s   s  從 z
　　　　　　　　　心	s  邪	z








































































































　　　　 　　 　  （全）清　　 　 次清　　　　 （全）濁　　 　 次濁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （または清濁）
　唇音　　　　　　不	 芳	(~f ?) 並	 明	
　舌音　舌頭音　　        n
　　　　舌上音　　知	/  	/   / 日	/
　牙音　　　　　　見	   群	 疑	
　歯音　歯頭音　　  s   s  從	z
　　　　　　　　　心	s  邪	z




























































をすることがある。この場合はゼロ韻尾、母音韻尾（-i, -u の他、上古音の -b, 











　現在の普通話で例えば j, q, x は拗介音韻母（i-, ü- で始まる韻母）としか結び























































う書名であったものが、翼祖（宋の太祖趙匡胤 Zhào Kuāngyìn の祖父）の諱
「敬 Jìng」を避けて『韻鑑 Yùnjiān』となり、更に時代を経て避ける必要がなく
なってから『韻鏡』という元の書名に戻したという記述が見られることから、


























































































































































































　　　　　　　　　　　  　↱ →→ ↴
　 （ ） 桓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ←←←←←←←←←←  ┐
戈 （ ） （ ）






　　　　　　　　　　　    　↱ →→ ↴
　 （ ） 　 桓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ←←←←←←←←←  ┐











cf. 入声韻目 屋沃燭覺質聿物櫛迄月沒末黠鎋屑薛錫昔麥陌 合盍洽狎葉帖緝
藥鐸職德 業乏
　『古文四声韻』韻目






　　　　　　　　 1  　 2   　3 　  4 　　5  　   6 　    7       8　　 9
　『韻鏡』韻目　｛ ｝｛ ｝｛ ｝｛ 開｝｛ 合｝｛ 開｝｛ 合｝｛ ｝｛ 開｝
  　　10  　11 　 12  　　　  13   　　　　      14 　　　         15      　　    16
　｛ 合｝｛ ｝｛ ｝｛ 三 開｝｛ 三 合｝｛ 四開｝｛ 四合｝
　　　17     　　18   　   19         20 　　 21   　　　  22     　　　  23
　｛ 開｝｛ 合｝｛ （ ）｝｛ ｝｛ 四開｝｛ 四合｝｛ 三 開｝
　　　   24   　　　     25   　　  26     27    28 　 29       30 　    31           32
　｛桓 三 合｝｛ 三 ｝｛ 四｝｛ ｝｛ ｝｛ 開｝｛ 合｝｛ 開｝｛ 合｝
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　　　  33   　　　　 34          　　 35  　　    36  　     37
　｛ 二三 四開｝｛ 二三 四合｝｛ 三 開｝｛ 合｝｛ ｝
   38   　　39   　　　     40   　　 41 　  42  　　 43
｛ ｝｛ 三 ｝｛ 四｝｛ ｝｛ 開｝｛ 合｝
　　　　　　　　　 1  　 2   　3 　  4 　　5  　   6 　    7       8　　 9
　『七音略』韻目　｛ ｝｛ ｝｛ ｝｛ 開｝｛ 合｝｛ 開｝｛ 合｝｛ ｝｛ 開｝
  　　10      11 　 12  　　　  13   　　　　      14 　　　         15      　　    16
　｛ 合｝｛ ｝｛ ｝｛ 三 開｝｛ 三 合｝｛ 四開｝｛ 四合｝
　　　17     　　18   　   19 　    20 　　 21   　　　  22     　　　  23
　｛ 開｝｛ 合｝｛ （ ）｝｛ ｝｛ 四開｝｛ 四合｝｛ 三 開｝
　　　   24   　　　  　     25   　　    26     27    28 　 29       30
　｛桓 三 合｝｛ 三 ｝｛ 四｝｛ ｝｛ ｝｛ 開｝｛ 合｝
　　   31   　　　　 32           33       34　       35  　　     36                    37
｛ 三 ｝｛ 四｝｛ ｝｛ 開｝｛ 合｝｛ 二三 四開｝｛ 二三 四合｝
　 　38  　　    39          40 41  　42   　    43





のことは同書の徐鉉 Xú Xuàn の前序に
　「舍弟楚金特善小學。因命取叔重所記，以《切韻》次之。聲韻區分，開卷可睹。





























































































































































































枚数の少ないものもある。多いところでは、楊中修 Yáng Zhōngxiū の『切韻類
例』という韻図が 44 枚であったと、孫覿
てき
Sūn Dí の『内簡尺牘』巻 3「與致政
楊尚書中修」の釈文（文淵閣四庫全書 1135, p.500）及び『鴻慶居士集』巻 30
に指摘がある（羅常培「《通志・七音略》研究」『羅常培語言学論文選集』















ウ u、第四段にエ e、第五段にオ o を配しているというふうに考えると分かり
易い。現代日本語の場合は母音がアイウエオの 5つだけで、各段に配されるの
はただ 1種類のみだから、一枚の韻図で済む。これが五十音図である。しかし
中国語の場合は同じ a を主母音とする韻母でも a 以外に am, ap, an, at, a, ak, ai, 
au などがある。これらは全て第一段に配するべきものであるから、全ての音
韻を遺漏無く収めた等韻図を作成するには、ここに挙げた韻母の数だけ転図の
枚数が必要となる。日本語に即して具体的に説明すれば、例えば a, i, u, e, o に
ついて
　wa ワ,  ra ラ,  ya ヤ,  ma マ,  ha ハ,  na ナ,  ta タ,  sa サ,  ka カ,  a ア   一段
　wi ヰ,  ri リ,  yi 夷,  mi ミ,  hi ヒ,  ni ニ,  ti チ,  si シ,  ki キ,  i イ   二段
　wu 烏,  ru ル,  yu ユ,  mu ム,  hu フ,  nu ヌ,  tu ツ,  su ス,  ku ク,  u ウ   三段
　we ヱ,  re レ,  ye 江,  me メ,  he ヘ,  ne ネ,  te テ,  se セ,  ke ケ,  e エ   四段




全部揃うものとしておく。以下同様）、am, im, um, em, om についても一枚必要
となり、
　wam, ram, yam, mam, ham, nam, tam, sam, kam, am 一段
　(wim), rim, (yim), mim, him, nim, tim, sim, kim, im 二段
　(wum), rum, (yum), mum, hum, num, tum, sum, kum, um 三段
　(wem), rem, (yem), mem, hem, nem, tem, sem, kem, em 四段
　wom, rom, yom, mom, hom, nom, tom, som, kom, om 五段
an, in, un, en, on についても以下のような一枚が必要である。
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　wan, ran, yan, man, han, nan, tan, san, kan, an 一段
　(win), rin, (yin), min, hin, nin, tin, sin, kin, in 二段
　(wun), run, (yun), mun, hun, nun, tun, sun, kun, un 三段
　(wen), ren, (yen), men, hen, nen, ten, sen, ken, en 四段
　won, ron, yon, mon, hon, non, ton, son, kon, on 五段
この他、a, i, u, e, o や ai, ii, ui, ei, oi についても同じように並べた五十音図
がそれぞれ 1 枚づつ必要となる。au その他についても同様。つまり中国語も
主母音の違いで四段（中国語の方は四段とは言わず、四等と言う）に分けた
が、各段に収まるものが 1 種類だけではない。主母音が同じ a でも、-i, -u, 
-m(-p), -n(-t), -(-k) 及びゼロ韻尾など、韻尾の異なり数だけ別仕立てにせねば
ならない。これは主母音が i, u, e, o の場合であっても同様である。いずれかの












　1. 平声 wa平, ra平, ya平, ma平, ha平, na平, ta平, sa平, ka平, a平;
 wi平, ri平, yi平, mi平, hi平, ni平, ti平, si平, ki平, i平;
 wu平, ru平, yu平, mu平, hu平, nu平, tu平, su平, ku平, u平;
 we平, re平, ye平, me平, he平, ne平, te平, se平, ke平, e平
　2. 上声 wa上, ra上, ya上, ma上, ha上, na上, ta上, sa上, ka上, a上;
 wi上, ri上, yi上, mi上, hi上, ni上, ti上, si上, ki上, i上;
 wu上, ru上, yu上, mu上, hu上, nu上, tu上, su上, ku上, u上;
 we上, re上, ye上, me上, he上, ne上, te上, se上, ke上, e上
　3. 去声 wa去, ra去, ya去, ma去, ha去, na去, ta去, sa去, ka去, a去;
 wi去, ri去, yi去, mi去, hi去, ni去, ti去, si去, ki去, i去;
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 wu去, ru去, yu去, mu去, hu去, nu去, tu去, su去, ku去, u去;
 we去, re去, ye去, me去, he去, ne去, te去, se去, ke去, e去
　4. 入声 wa入, ra入, ya入, ma入, ha入, na入, ta入, sa入, ka入, a入;
 wi入, ri入, yi入, mi入, hi入, ni入, ti入, si入, ki入, i入;
 wu入, ru入, yu入, mu入, hu入, nu入, tu入, su入, ku入, u入;
 we入, re入, ye入, me入, he入, ne入, te入, se入, ke入, e入
これが『四声等子』や『切韻指南』などだと、先ず 4つの等位で分け（つまり
母音の違いで分け）、その各等位を平上去入の四声に細分する。
　1. ア(a) 類 wa平, ra平, ya平, ma平, ha平, na平, ta平, sa平, ka平, a平;
 wa上, ra上, ya上, ma上, ha上, na上, ta上, sa上, ka上, a上;
 wa去, ra去, ya去, ma去, ha去, na去, ta去, sa去, ka去, a去;
 wa入, ra入, ya入, ma入, ha入, na入, ta入, sa入, ka入, a入
　2. イ(i) 類 wi平, ri平, yi平, mi平, hi平, ni平, ti平, si平, ki平, i平;
 wi上, ri上, yi上, mi上, hi上, ni上, ti上, si上, ki上, i上;
 wi去, ri去, yi去, mi去, hi去, ni去, ti去, si去, ki去, i去;
 wi入, ri入, yi入, mi入, hi入, ni入, ti入, si入, ki入, i入;
　3. ウ(u) 類 wu平, ru平, yu平, mu平, hu平, nu平, tu平, su平, ku平, u平;
 wu上, ru上, yu上, mu上, hu上, nu上, tu上, su上, ku上, u上;
 wu去, ru去, yu去, mu去, hu去, nu去, tu去, su去, ku去, u去;
 wu入, ru入, yu入, mu入, hu入, nu入, tu入, su入, ku入, u入;
　4. エ(e) 類 we平, re平, ye平, me平, he平, ne平, te平, se平, ke平, e平
 we上, re上, ye上, me上, he上, ne上, te上, se上, ke上, e上
 we去, re去, ye去, me去, he去, ne去, te去, se去, ke去, e去
 we入, re入, ye入, me入, he入, ne入, te入, se入, ke入, e入











通話を取り上げて説明すると、母音は拼音符号では a, e, i, o, u で表わされるが、
同じ a でも an[n] の a と ian[n] の a とでは随分音色が違う。うるさく言えば
uan[un] の a もまた違う。また ang[] の a もまたこれらの a とはかなり違っ
た音である（2.中国語の音節構造で既に指摘した）。普通話においては n の前
に現れるのは決まって [] であり、[] が現れることはない。逆に ng の前に現
れるのは決まって [] であり、[] が現れることはない。i と n に挟まれた場合
は決まって []、u と n に挟まれた場合は決まって [] で現れる。だから一つの
a が環境の違い（前後にどんな子音、母音が来るか）によって [] で現れたり、
[] で現れたり、[] で現れたり、[] で現れたりするというように考えること
が出来る。しかし古い時代にあっては例えば [] は n[n] の前にも、ng[] の前
にも現れる。他にも [a], [] などといった母音がやはり n[n] とも ng[] とも結
びつく。となると [n], [an], [n] は 3つの異なる韻母であり、[], [a], [] も




ように、a のグループ（外転）と  のグループ（内転）に二大別した。乱暴な
説明をすれば、外転のグループには , a, , e などのような母音が含まれ、内転







　 ワ,   ラ,   ヤ,   マ,  h ハ,  n ナ,   タ,  s サ,   カ,   ア   一等
　a ヰ,  a リ,  a 伊,  a ミ,  ha ヒ,  na ニ,  a チ,  sa シ,  a キ,  a イ   二等
　 烏,   ル,   ユ,   ム,  h フ,  n ヌ,   ツ,  s ス,   ク,   ウ   三等
　e ヱ,  e レ,  e 江,  e メ,  he ヘ,  ne ネ,  e テ,  se セ,  e ケ,  e エ   四等
のような一まとまりの一枚を作り、内転の方でもまた
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　o ワ,  o ラ,  o ヤ,  o マ,  ho ハ,  no ナ,  o タ,  so サ,  o カ,  o ア   一等
　 ヰ,   リ,   伊,   ミ,  h ヒ,  n ニ,   チ,  s シ,   キ,   イ   二等
　 烏,   ル,   ユ,   ム,  h フ,  n ヌ,   ツ,  s ス,   ク,   ウ   三等
　 ヱ,   レ,   江,   メ,  h ヘ,  n ネ,   テ,  s セ,   ケ,   エ   四等
のような一まとまりの一枚を作るということになる。同様にして、外転のグ
ループにおいて、, a, , e ; , a, , e ; …で 1枚、n, an, n, 
en ; n, an, n, en ; …で 1枚、となるのと同様に内転のグループでも o, , , 
 ; o, , ,  ; …で 1枚、o, , ,  ; o, , ,  ; …で 1枚、on, 
n, n, n ; on, n, n, n ; …で 1枚、…というふうになる。そして韻図は介
音 u があるか否かで別仕立てにするので、n, an, n, en ; n, an, n, en ; …
で 1 枚、un, uan, un, uen ; un, uan, un, uen ; …で 1 枚、on, n, n, n ; 









らく巨大なものになるであろう）、先の譬えで言えば、もし主母音が , a, , e, 
o, , ,  の 8つであるならば、
　, , , , h, n, , s, ,  一等
　a, a, a, a, ha, na, a, sa, a, a 二等
　, , , , h, n, , s, ,  三等
　e, e, e, e, he, ne, e, se, e, e 四等
　o, o, o, o, ho, no, o, so, o, o 五等
　, , , , h, n, , s, ,  六等
　, , , , h, n, , s, ,  七等
　, , , , h, n, , s, ,  八等
で 1枚、
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　, , , , h, n, , s, , m 一等
　a, a, a, a, ha, na, a, sa, a, a 二等
　, , , , h, n, , s, ,  三等
　e, e, e, e, he, ne, e, se, e, e 四等
　o, o, o, o, ho, no, o, so, o, o 五等
　, , , , h, n, , s, ,  六等
　, , , , h, n, , s, ,  七等
　, , , , h, n, , s, ,  八等
で 1枚、
　n, n, n, n, hn, nn, n, sn, n, n 一等
　an, an, an, an, han, nan, an, san, an, an 二等
　n, n, n, n, hn, nn, n, sn, n, n 三等
　en, en, en, en, hen, nen, en, sen, en, en 四等
　on, on, on, on, hon, non, on, son, on, on 五等
　n, n, n, n, hn, nn, n, sn, n, n 六等
　n, n, n, n, hn, nn, n, sn, kn, n 七等
　n, n, n, n, hn, nn, n, sn, n, n 八等
で 1枚…、というように主母音の違いの数だけ段（＝等）を設けて（ここで挙






いるのだということだが（例えば一等  ＞二等  ＞四等 e のように）、三等が
曲者である。今外転系の E を共有して V が類似するものを纏めて見てみる（こ
のような大まかな分類のグループは「摂」と呼ばれ、声調の違いは無視したも
のであることは既に述べた通り）。





　二等：山 n/un 刪 an/uan
　三等：元 n/n 仙 n/n
　四等：仙 n/n 先 en/uen
　三等に並ぶ元及び三四等に並ぶ仙には他の韻に無い介音 , , , があるので、
ちょっと除外して考えてみよう。主母音に着目すると、一等 ：二等 , a：四
































　二等：山 n/un 刪 an/uan
　三等：元 n/n 仙 n/n　仙 n/n
　四等：先 en/uen （韻図製作時には en/en となっていたであろう）
音韻論的な立場に立って言うと、『切韻』においては三等韻の拗介音は現代方
言と違って 2 種類あり（ と ）、これに合口介音 u（こちらは 1 種類のみ）が
組み合わさって u( ＝) と u( ＝) ができるから、三等韻に関しては、全部で





れることがある。摂とは韻尾の違い、そして主母音が a の系統か、 の系統か
の違いで分類したものであった。一枚の韻図に収め得る韻を纏めたものと言っ








一等重韻　　通摂の東 ou と冬 o
蟹摂の咍  灰 u と泰 /u（泰は去声のみの韻）
咸摂の覃  と談 
二等重韻 蟹摂の皆 /u と佳 a/ua と夬 a/ua（夬は去声のみの韻）の
三種
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山摂の刪 an/uan と山 n/un
梗摂の庚 a/ua と耕 /u
咸摂の咸  と銜 a
三等重韻は　通摂では東三 u と鍾 o
止摂の支 e/e;e/e と脂 /;/ と之  と微 / の四種
遇摂の魚  と虞 u
蟹摂の祭 /;/ と廃 /
臻摂の臻 en 真 en/en;en/ 諄 en と欣 n 文 n の二種、
山摂の元 n/n と仙 n/n;n/n、
梗摂の庚三 a/a と清 /、
流摂の尤 u と幽 eu;eu、






































Lì 1936「南北朝詩人用韻考」によれば、何承天 Hé Chéngtiān（370-447）から
張融 Zhāng Róng（444-497）に至る六朝第一期においては魚虞模三韻を混用し










　　一等：模 o（Karlgren　uo） （周法高　模 uo）
　　二等：なし
















例えば、東韻の場合には ou と u という二つの韻類が含まれている（周法












ば、丁声樹 Dīng Shēngshù 編録、李栄参訂『古今字音対照手冊』中華書局 1958. 
8の提示法を見ると、次のようになっている（1.2.3. の番号は太田が加えた）。
　　被　　反 反　　　 摂 開 等 声 韻 声




　1. 労――魯 刀 切　　効 開 一 平 豪 来
　2. 引――余 忍 切　　臻 開 三 上 軫 以



































称で一纏めにされる    nの 5つの声母）は一等韻、四等韻としか
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結びつかず、舌上音声母（「知組」という名称で一纏めにされる / / 











































































































日 来 羊匣暁影 常書船昌章 俟生崇初荘 邪心従清精 疑群渓見 娘澄徹知 泥定透端 明並滂幇



































日 来 羊匣暁影 常書船昌章 俟生崇初荘 邪心従清精 疑群渓見 娘澄徹知 泥定透端 明並滂幇
一等







































































日 来 羊匣暁影 常書船昌章 俟生崇初荘 邪心従清精 疑群渓見 娘澄徹知 泥定透端 明並滂幇
一等
二等

















































日 来 羊匣暁影 禅審牀穿照 邪心従清精 微奉敷非 明並滂幇 娘澄徹知 ×××× 疑群渓見 三等
四等























































































×××× 泥定透端 一等 泥定透端 一等
娘徴徹知 ×××× 二等 娘徴徹知 二等
娘徴徹知 ×××× 三等 娘徴徹知 三等



















































































××××× ××××× ×心従清精 一等 ×心従清精 一等
××××× ×生崇初荘 ××××× 二等 ×生崇初荘 二等
三等 三等




















↑ 二等 俟生崇初荘 二等
常書船昌章 俟生崇初荘 邪心従清精 三等 常書船昌章 三等

































































































欠けるところもあるが、第 3 転（江講絳覚）、第 30 転（麻馬禡）は上の 4b.二





























































　ここで示した三等韻の分布パターンに該当するのが第 8 転（之止志）、第 9
転（微尾未と廃）、第 10転（微尾未と廃）、第 11 転（魚語御）、第 19転（欣隠




























羊匣暁影 疑群渓見 明並滂幇 三等
四等
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ように韻図作成時には既に荘組（ の系列）と章組（ 若しくは  の系列）
は合流して照組（照  穿  牀  審  禅  の系列）となっていたから、実際
の韻図において提示されている字母の名称だけ見ていると精組と照組の二系列
を纏めたかのようになっている（『韻鏡』巻頭の説明も同様）。つまり照母 



















↑ 二等 禅審牀穿照 二等
禅審牀穿照 禅審牀穿照 邪心従清精 三等 禅審牀穿照 三等












































ものである。例えば方  ＞ f；飯 n ＞ n ＞ fan；物  ＞  ＞








らない。要するに「方」 ＋  →  と考えれば良い。
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19.匣母と喩母



































二等 ←　 二等 二等
羊匣暁影 三等 羊云暁影 三等 云×暁影 三等



















































































































































































































× 来 ×匣暁影 ×心従清精 疑×渓見 泥定透端 明並滂幇 一等
俟生祟初荘 二等
日 来 云×暁影 常書船昌章 疑群渓見 娘澄徹知 明並滂幇 三等
羊　　　 邪心従清精 四等
　このような分布状況は一等韻冬 o と三等韻鍾 o を同居させた『韻鏡』第
2 転開合においても見られる。その他、第 12 転開合（一等模 o、三等虞 u）、
第 18 転合（一等韻魂 un、三等韻諄 en）、第 31 転開（一等唐 、三等陽
）、第 32 転合（一等唐 u、三等陽 ）も同様である。第 28 転合も左側
の韻目を見ると、戈果過と各声調に唯一つの韻しか挙がっておらず、一見
4a.一等韻の転図その 2 に該当するかのようであるが、平声に僅かながら三等
韻  が含まれるので、上の 7. と同じタイプに属する。























































× 来 ×匣暁影 ××××× 邪心従清精 ×××× 明並滂幇 ×××× 泥定透端 疑群渓見 一等
禅審牀穿照 二等




































































× 冬 ×冬冬冬 ×冬冬冬冬 冬×冬冬 冬冬冬冬 冬冬冬冬 一等
鍾鍾鍾鍾鍾 二等




























× 灰 ×灰灰灰 ×灰灰灰灰 灰×灰灰 灰灰灰灰 灰灰灰灰 一等
× 皆 ×皆皆皆 皆皆皆皆皆 皆×皆皆 皆皆皆皆 ×××× 二等
三等













では -p, -t, -k, -kw がゼロとなるかまたは母音化（-i, -u）した。母音化するのは








既に重韻の説明の折に指摘したが、一等も重韻（咍 / 灰 u、泰 /u）、二等
も重韻（皆 /u、佳 a/ua、夬 a/ua）、そして三等もまた重韻で、祭 /；
/（この音価については後述）と廃 / があり。この他に四等韻の斉














　泰 , u は他の一等韻の咍  灰 u が開合で分韻しており、第 13 転（開）に
咍を、第 14転（合）に灰を配して、第 15 転（開）、16転（合）の一等の段が空い



































皆×皆皆 皆皆皆皆 皆皆皆皆 二等
祭 祭 祭×祭祭 祭祭祭祭祭 祭祭祭祭 祭祭祭祭 ×××× 三等





































合は第 13 転（開）に、祭の場合は第 15 転（開）に置いてある。なお第 15 転（開）
















そのやり方を先ず最も分かりやすい第 25 転（開）、26 転（開）（『韻鏡』に「合」
とあるのは誤り）から成る効摂の転図で見て行くことにしよう。効摂に所属す
るのは一等豪、二等肴、三等宵、四等蕭である。各等位に一つづつしか韻が無
い。この摂は韻尾が u で終わる韻なので合口が無い。普通話でも uau, uou と
いった韻母は存在しない。2.中国語（普通話）の音節構造で説明した共起制約


































× 豪 ×豪豪豪 ×豪豪豪豪 豪×豪豪 豪豪豪豪 豪豪豪豪 一等
× 肴 ×肴肴肴 ×肴肴肴肴 肴×肴肴 肴肴肴肴 肴肴肴肴 二等
宵 宵 宵×宵宵 宵宵宵宵宵 宵宵宵宵 宵宵宵宵 宵宵宵宵 三等
























宵×宵宵 宵宵宵宵宵 宵宵宵宵 宵宵宵宵 四等

























































× 来 ×匣暁影 ×心従清精 疑×渓見 泥定透端 明並滂幇 一等
× 来 ×匣暁影 俟生崇初荘 疑×渓見 嬢澄徹知 明並滂幇 二等
日 来 云×暁影 常書船昌章 疑群渓見 嬢澄徹知 明並滂幇 三等























































× 豪 ×豪豪豪 ××××× ×豪豪豪豪 ×××× 豪豪豪豪 ×××× 豪豪豪豪 豪×豪豪 一等
× 肴 ×肴肴肴 肴肴肴肴肴 ××××× ×××× 肴肴肴肴 肴肴肴肴 ×××× 肴×肴肴 二等
宵 宵 宵×宵宵 宵宵宵宵宵 ××××× ×××× 宵宵宵宵 宵宵宵宵 ×××× 宵宵宵宵 三等






























× 来 ×匣暁影 ××××× ×心従清精 ×××× 明並滂幇 ×××× 泥定透端 疑×渓見 一等
× 来 ×匣暁影 俟生崇初荘 ××××× ×××× 明並滂幇 嬢澄徹知 ×××× 疑×渓見 二等
日 来 云×暁影 常書船昌章 ××××× ×××× 明並滂幇 嬢澄徹知 ×××× 疑群渓見 三等






























× × ×××× ××××× ××××× ×××× ×××× ×××× ×××× ×××× 一等
× × ×××× 宵宵宵宵宵 ××××× ×××× ×××× ×××× ×××× ×××× 二等
× × ×××× ××××× ××××× ×××× ×××× ×××× ×××× ×××× 三等






























× × ×××× ××××× ××××× ×××× ×××× ×××× ×××× ×××× 一等
× × ×××× 俟生崇初荘 ××××× ×××× ×××× ×××× ×××× ×××× 二等
× × ×××× ××××× ××××× ×××× ×××× ×××× ×××× ×××× 三等



























× 豪 ×豪豪豪 ××××× ××××× ×豪豪豪豪 疑×豪豪 ×××× 豪豪豪豪 豪豪豪豪 一等
× 肴 ×肴肴肴 ××××× 肴肴肴肴肴 ××××× 肴×肴肴 肴肴肴肴 ×××× 肴肴肴肴 二等
宵 宵 宵×宵宵 宵宵宵宵宵 ××××× ××××× 宵宵宵宵 宵宵宵宵 ×××× 宵宵宵宵 三等


























× 来 ×匣暁影 ××××× ××××× ×心従清精 疑×渓見 ×××× 泥定透端 明並滂幇 一等
× 来 ×匣暁影 ××××× 俟生崇初荘 ××××× 疑×渓見 嬢澄徹知 ×××× 明並滂幇 二等
日 来 云×暁影 常書船昌章 ××××× ××××× 疑群渓見 嬢澄徹知 ×××× 明並滂幇 三等


























× × ×××× ××××× ××××× ××××× ×××× ×××× ×××× ×××× 一等
× × ×××× ××××× 宵宵宵宵宵 ××××× ×××× ×××× ×××× ×××× 二等
× × ×××× ××××× ××××× ××××× ×××× ×××× ×××× ×××× 三等


























× × ×××× ××××× ××××× ××××× ×××× ×××× ×××× ×××× 一等
× × ×××× ××××× 俟生崇初荘 ××××× ×××× ×××× ×××× ×××× 二等
× × ×××× ××××× ××××× ××××× ×××× ×××× ×××× ×××× 三等
































図がある（蟹摂は 13 開、14 合、15 開、16 合；山摂は 21 開、22 合、23 開、

















×泰泰泰泰 一等 ×代代代代 一等
卦卦卦卦卦 二等 怪怪怪怪怪 二等
三等 祭祭祭祭祭 三等
祭祭祭祭祭 四等 ×斉斉斉斉 四等






×泰泰泰泰 一等 ×隊隊隊隊 一等
卦卦卦卦卦 二等 怪怪怪怪怪 二等
三等 祭祭祭祭祭 三等
祭祭祭祭祭 四等 ×霽霽霽霽 四等
実際には二等は空欄 実際には二、四等は空欄







刪刪刪刪刪 二等 山山山山山 二等
仙仙仙仙仙 三等 元元元元元 三等
×先先先先 四等 仙仙仙仙仙 四等
 実際には三等は空欄







刪刪刪刪刪 二等 山山山山山 二等
仙仙仙仙仙 三等 元元元元元 三等
×先先先先 四等 仙仙仙仙仙 四等
 実際には三等は空欄
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耕耕耕耕耕 二等 庚庚庚庚庚 二等
清清清清清 三等 三等
×青青青青 四等 清清清清清 四等







耕耕耕耕耕 二等 庚庚庚庚庚 二等
清清清清清 三等 三等
×青青青青 四等 清清清清清 四等
実際には二、三等は空欄 実際には二等は空欄






×談談談談 一等 ×覃覃覃覃 一等
銜銜銜銜銜 二等 咸咸咸咸咸 二等
厳厳厳厳厳 三等 塩塩塩塩塩 三等




が、上の山摂の第 21， 22， 23， 24、梗摂の第 33， 34， 35， 36 は何故、23， 24， 







































































厳厳厳厳厳 三等 塩塩塩塩塩 三等














































祭祭祭祭祭 四等 ×斉斉斉斉 四等












祭祭祭祭祭 四等 ×霽霽霽霽 四等
実際には二等は空欄 実際には二、四等は空欄
































る）。『広韻』の韻目の配列と『韻鏡』、『七音略』の第 14， 16 転の韻の同居の
させ方と転図の並べ方には一致しないところが見られ、『韻鏡』、『七音略』の
第 14， 16 転が最初からこのようであったか少しく疑問のあるところである
（31）、祭韻荘組字の処理については、全てを転図上に現れないようにするので




































つまり第 13 転（開）の二等の段に並ぶ祭韻荘組字は、次の第 15 転（開）の転図
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に回そうにも、そこは既に卦韻荘組字で埋まっているので、移しようがない訳
である。説明が後回しになったが、上の 32.第 13転（開）、33.第 15転（開）の
二等の段の太字になっているところが実際に窠字が現れるところである。この
場合も実際に衝突する箇所は僅かで、上の一覧で確認できる通り、具体的には





に『七音略』では第 13 転（開）に「鎩」を置き、第 15 転（開）に「曬」を置い


















そこに並べるという手がありそうだが、第 13 転（開）、14 転（合）に間借りす
る夬韻とはやはり歯音の欄で衝突するので、一緒にする訳にはいかず、空いて











が最もややこしい。何故 23， 24， 21， 22 の順に並んでいないのか謎であるが、
それについては 33.再び山摂（おさらいの意味を込めて）で詳しく検討するこ
とにして、今は指摘のみに留めておく。











仙仙仙仙仙 三等 元元元元元 三等
×先先先先 四等 仙仙仙仙仙 四等
 実際には三等は空欄











仙仙仙仙仙 三等 元元元元元 三等











致していれば、23， 24， 21， 22 の順に並んでいるはずのところ、何故か 21， 22， 
23， 24と並んでいるので、仙韻の処理は、第 21 転（開）、22 転（合）で二、四等
にはみ出るものを並べ、第 23（開）、24（合）で三等の段のものだけ並べるとい
う風になっている（33）。ここでは 23 転（開），24 転（合），21 転（開），22 転（合）
の順に並んでいるのが本来のあり方と見做して説明して行きたい。仙韻荘組字













24.2.麻韻荘組字は二等韻 ? それとも三等韻 ?
　これと似た問題を抱える転図には第 29 転（開）がある。麻韻は二等韻 a, ua
と三等韻 a の 3 つの韻類を含む。三等韻は *a という韻類は存在せず、開口
の a しかない。仮摂に属するものは平声麻韻とこれに相配する上声馬、去声
禡韻しかない。開合の別があるから、仮摂の転図は 2 枚から成り、第 29 転
（開）、第 30転（合）となっている。当面の問題を抱えるのは第 29転（開）の方
で、麻韻荘組字の韻母が、a なのか、それとも a なのかという問題である。第




























× 麻 ×麻麻麻 麻麻麻麻麻 麻×麻麻 麻麻麻麻 麻麻麻麻 二等













開口 平聲 上聲 去聲
	 ：側加 鮓：側下 ：側駕 （側 ）
	 ：
	 楂：鉏加 槎：士下 乍：鋤駕
生 	 ：所加 （ ： 下 ） 嗄：所 （ ：色亞 ）
――――――――――――――
合口 平聲 上聲 去聲
	 ： ：
（ ： ）
生 （ ： ） ：所
ここで見られる開口の平声「加 jiā, a＜a、牙 yá, a＜a」、上声「下 xià, a




























































































































































た。例えば上田 1975 推定の原本『切韻』には支韻精母小韻には 28「貲 zī：即
jí 移 yí 反」、48「厜 ?：姊 zĭ 規 guī 反」、50「 ?：貲 zī 随 suí 反」の三種類が
ある（頭に付した番号は上田氏推定の原本『切韻』における小韻の出現順）。
今参考までに『现在汉语词典（現代漢語詞典）』で各字の字音を拼音表記し












王二：輕 平：去 去盈 平 ――　傾 平：去盈
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　　　（『広韻』だと後者は「傾：去營 平」）、
王三：抗 去：苦 o上浪 去 ――　曠 u去：苦浪
　　　（『広韻』だと後者は「曠：苦謗 去」）；

























一等 ：咍 /灰 u；泰 /u 寒 n/桓 un 覃 ；談 
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二等 ：皆 a/a；佳 a/aα； 山 an/an；刪 an/an 咸 a；銜 a
 　夬－ /aβ
α ：祭  /  仙  n/ n 塩  
β ：廃－ /  元  n/ n 厳  
γ ：斉 e/e 先 en/en 添 e
　彼は重韻の区別を主母音の長短と考えた。上の主母音の下に点がついている
のは短めということを示す。等位が下のものほど主母音が狭いと考えたことは
既に述べた通りである。α， β， γ の違いについては、いずれも拗介音を持って
いるものとし、γ の介音が最も強いもので、α， β の方はそれより弱いもので
あったとした。そして γ の介音を母音的なもの、α， β の方は子音的なものとし
て、γ は 、α， β は  とした。i の上の   は短めであることを示す記号である。




















三等宵韻　驕： 喬 　　　　　 ：相














































（1） 鈹（ 羈 ）： （匹支 ）　支 開口
（2） 皮（符羈 ）： （符支 ）　支 開口並
（3） 奇（ 羈 ）： （巨支 ）　支 開口群
（4） 犧（ 羈 ）： （ 支 ）　支 開口曉
（5） （居 ）： （居 ）　支 合口見
（6） （ ）：闚（ ）　支 合口
（7） （ ）： （ 規 ）　支 合口曉
（8） 彼（甫 ）： （并 ）　 合口幫
（9） （匹 ）： （匹 ）　 合口
（10） （皮彼 ）： （ ）　 合口並
（11） （ 彼 ）： （ ）　 合口明
（12）跪（ ）：跬（丘 ）　 合口
（13）賁（彼義 ）： （卑義 ）　 開口幫
（14）帔（披義 ）： （匹賜 ）　 開口
（15） （ 義 ）： （ 義 ）　 開口並
（16） （居義 ）： （居企 ）　 開口見
（17） （ 義 ）：企（ 智 ）　 開口
（18）倚（ 義 ）： （ 賜 ）　 開口
（19） （ ）：瞡（規恚 ）　 合口
（20） （ ）：恚（ ）　 合口
（21）毀（ ）： （呼恚 ）　 合口曉
（22） （ ）： （ ）　 合口群
（23）軌（居 ）： （居 ）　 合口見
（24） （ 軌 ）： （求 ）　 合口群
（25） （兵 ）： （必 ）　 開口幫
（26） （匹備 ）： （匹 ）　 開口
（27）備（ ）：鼻（必 ）　 開口並
（28）郿（明 ）： （彌二 ）　 開口明
（29）器（ 冀 ）： （ 利 ）　 開口
（30） （俱 ）： （居 ）　 合口見
（31）匱（求 ）： （共 ）　 合口群
（32）豷（ ）： （ ）：侐（ ）　 合口曉
（33） （牛例 ）： （魚 ）　 開口疑
（34）彬（ 巾 ）： （必 ）　 開口幫
150　　太田　斎
（35） （ 巾 ）：頻（ ）　 開口並
（36） （武巾 ）： （彌 ）　 開口明
（37） （ 巾 ）：因（ ）　 開口
（38） （ 刃 ）：螼（羌印 ）　 開口
（39） （ ）：必（卑吉 ）　質 開口幫
（40）弼（ ）：邲（ 必 ）　質 開口並
（41） （美畢 ）： （彌畢 ）　質 開口明
（42） （居乞 ）：吉（居質 ）　質 開口見
（43）乙（ ）：一（ 悉 ）　質 開口
（44） （羲乙 ）：欯（ 吉 ）　質 開口曉
（45） （ ）： （ ）　 合口
（46） （ ）： （狂 ）　獮 合口群
（47） （居 ）： （吉掾 ）　 合口見
（48） （ 別 ）： （并列 ）　 開口幫
（49）噦（乙 ）： （ ）　 合口
（50） （甫 ）： （甫 ）　 開口幫
（51） （武 ）： （彌 ）　 開口明
（52）趫（起囂 ）：蹻（ ）　 開口
（53）喬（巨 ）： （ ）　 開口群
（54） （ 喬 ）： （ ）　 開口
（55） （陂矯 ）： （ 小 ）　小 開口幫
（56） （ ）： （ ）　小 開口
（57） （ ）： （ ）　小 開口並
（58）夭（ 兆 ）： （ 小 ）　小 開口
（59） （眉召 ）： （彌 ）　 開口明
（60） （ ）： （巨 ）　 開口群
（61）丘（ ）：恘（ ）　尤 開口 　以下の対と交換すべき
 烋（ 彪反）： （ 幽反）　幽 開口曉
（62） （ 金 ）： （挹 ）　侵 開口
（63）邑（ ）： （伊 ）　 開口
（64） （巨 ）：鍼（巨鹽 ）　鹽 開口群
（65） （ ）： （一鹽 ）　鹽 開口
（66） （丘檢 ）： （ ）　 開口
（67） （ 檢 ）： （ ）　 開口
（68） （ 驗 ）： （ ）　 開口











（34）彬（ 巾 ）bên () ： （必 ）tên (） 開口幫
（35） （ 巾 ）bên (） ：頻（ ）tên (） 開口並





















（43）乙（ ）   ïl：一（ 悉 ）　質 開口
この他、対象を拡大し、対となる一方が無いものも挙げると
（62） （ 金 ） ïm： （挹 ）／ 侵 開口
 （羊母に蟫  の例あり）
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　 　巾（居 ）n： （居忍切）kin ―軫 開口見
 （平声―上声の違いあり）
cf. （ 巾 ）ïn は前者のグループに属し、巾とは声母の違いあり
（疑母）
　 　 （九輦 ）n： （ ）n  獮 開口見―
 （中古声母に違いあり）




























類を欠く）。例外が多いが、その場合、一般的に言って B が A のようになってい
るのであって、逆に A が B のようになっているようなケースは皆無と言って良
い。このような傾向は先のベトナム漢字音、朝鮮漢字音についても見られる。





は B n：A n、牙喉音の場合は B n：A n（～ cn ～ cn）若しく



























と、以下のようになる。スペースがないので唇 A、牙 A、喉 A とすべきとこ










喉 歯 牙 舌 唇




















































































羊 × A A B B B B B B B × B B









































日 来 云× B B 常書船昌章 B B B B 娘澄徹知 B B B B 三等
羊× A A 邪心従清精 A A A A A A A A 四等
　重紐韻は三四等両属韻と比べ唇牙喉音のところで四等の段にはみ出すという







































× 豪 ×豪豪傑 ×豪豪豪傑 豪×豪豪 豪豪豪傑 豪豪豪傑 一等
× 肴 ×肴肴肴 ×肴肴肴肴 肴×肴肴 肴肴肴肴 肴肴肴肴 二等
宵 宵 B × B B 宵宵宵宵宵 B B B B 宵宵宵宵 B B B B 三等





























で触れたように、現行の 43 枚より 1枚多い 44枚の転図から成る韻図の存在し




　流摂は内転系主母音  類を持ち、-u 韻尾を有する韻の集合で、2.中国語の
音節構造で指摘したように、韻尾と介音との間の共起制約が働いて、これらの
韻は u 介音を持たない。つまり合口がないので、開合二枚組にする必要はな






































喉 歯 牙 舌 唇































○ 幽 ○ 幽○幽 ○○○ ○○○○○ ○幽○○○ ○○○○幽 幽幽幽幽 ○○○○ ○○○○ ×××× ○○○○ 幽幽○幽 三等
四等
この幽韻の転図を尤韻の枠組みに合わせて纏めると以下の通り。但し重紐の部
























○ 幽 ○× B○ ○○○○○ ○○○○ ○○○○ B B○B 三等




























































則的な分布の一枚 47b.第 37転（開）ができる訳である。この現行一枚 47b. を
上に示したように、45.第 37転（開）（但しこれに一等韻の侯韻が加わる）と




つのミニマルペアがあった（B 烋：許彪切と A 癲：香幽切）。B は上の図では
喉音の左から二番目の暁母三等の網掛けの欄。本来ならこれで重紐韻であるこ
とが明瞭であったのだが、後の改訂でこの二つの小韻が一つに纏められてし









































× 侯 ×侯侯侯 ×侯侯侯侯 侯×侯侯 侯侯侯侯 侯侯侯侯 一等
尤尤尤尤尤 二等
尤 尤 尤×尤尤 尤尤尤尤尤 尤尤尤尤 尤尤尤尤 尤尤尤尤 三等
幽 尤× A A 尤尤尤尤尤 A A A A B B ○ B 四等















　一等豪韻  ： 古	o u平 　 一等侯韻 鉤	： 古	o
　二等肴韻 	： 古	o      （なし）
　三等宵韻 驕	： 舉	 喬  三等尤韻  ： 居	 求 　 幽 　  ： 居	
　四等蕭韻 驍	： 古	o 堯      （なし）
來母　　　　　　　　來母
　一等豪韻  ： 魯	o 刀  一等侯韻  ：  
　二等肴韻（ 	： 力	 嘲 ）*     （なし）
　三等宵韻 	： 力	 昭  三等尤韻 劉	： 力	 求 　 幽 　 	： 力	 幽



























あっては唇音韻尾 -m/-p を持つ韻には u 介音が現れることがなく、開合の対立
がない。従って咸摂の場合も例に違わず、合口の転図は不要で、開口の転図三





























× 覃 ×覃覃覃 ×覃覃覃覃 覃×覃覃 覃覃覃覃 ○○○○ 一等
× 咸 ×咸咸咸 咸咸咸咸咸 咸×咸咸 咸咸咸咸 ○○○○ 二等
塩 塩 B × B B 塩塩塩塩塩 B B B B 塩塩塩塩 B B B B 三等





















× 談 ×談談談 ×談談談談 談×談談 談談談談 談談談談 一等
× 銜 ×銜銜銜 銜銜銜銜銜 銜銜銜銜 銜銜銜銜 銜銜銜銜 二等
厳 厳 厳×厳厳 厳厳厳厳厳 厳厳厳厳 ○○○○ ○○○○ 三等























○ ○ ○×○凡 ○○○○○ ○○凡凡 凡○凡○ 凡凡凡凡 三等
四等
　この 3枚の転図に現れる○は、限りなく体系的空き間に近い性質のものであ
る。先に -m/-p 韻尾の韻は u 介音を持つことが無いと述べたが、生理的に唇の
丸めを伴う唇音声母とも相性が良くない。-m/-p 韻尾の韻は唇音声母と結びつ




























































「翣：所甲」があるので、やはり葉韻字は第 39， 40 転どちらの転図にも現れな



















声　調 平 上 去 入
韻　目 厳 凡 范（儼） 梵（釅） 業 乏
唇　音 × ○ ○ ○ × ○




































を持っているので、第 31 転は内転とされたのではないか ? では何故、これら









　蟹既摂三等 C 類廃韻を止摂第 9， 10転の入声の欄に置くことについて、平山
2003「『韻鏡』『七音略』に関わる転図の併合・分離について」が一つの説を打
ち出しているが、このような唇音字配置に働く制約という観点から説明するこ
とも可能である。『韻鏡』第 9 転（開）に見える「廃」は第 10 転（合）にも現
れ、そちらを採るべき。「計」も第 13 転斉韻去声霽韻に見えるものが正しい。
この 2字を除去した結果、第 9転の廃韻には疑母「刈」の 1字しか見えないこ
とになる。『七音略』では廃韻は第 9 転、第 10 転、第 15 転，16 転に亘って現
れる（開合については『韻鏡』に同じ）。尤も第 9， 10 転は入声の欄に韻目が














てあるが、その特殊事情については 27.1.流摂の場合及び 32.1.（＝ 27.2.）再び
流摂について参照。なお山摂の第 21 転（開）、第 22 転（合）には韻目として三
等に軽唇音化韻の元韻が、四等に軽唇音化しない仙韻が並んでいるが、前者の






































× 談 ×談談談 ××××× ×談談談談 談○談談 ×××× 談談談談 ×××× 談○○○ 一等
× ○ ×銜銜銜 ×銜銜銜銜 ××××× 銜○銜銜 ○銜○○ ×××× ×××× ○銜○○ 二等
× × ○×厳厳 ××××× ××××× 厳○厳厳 ×××× ×××× 厳厳厳厳 ×××× 三等
× × ×××× ××××× 塩塩塩塩塩 ×××× ×××× ×××× ×××× A A A A 四等
























談 ×談談談 ×談談談談 談○談談談 談談談談 談○○○ 一等
○ ×銜銜銜 ×銜銜銜銜 銜○銜銜 ○銜○○ ○銜○○ 二等
× × ○×厳厳 ××××× 厳○厳厳 ×××× 厳厳厳厳 三等





















来 ×匣暁影 ×心従清精 疑○渓見 泥定透端 明○○○ 一等
○ ×匣暁影 ×審牀穿照 疑○渓見 ○定○○ ○並○○ 二等
× × ○×暁影 ××××× 疑○渓見 ×××× 微奉敷非 三等
× × ×××× 邪心従清精 ×××× ×××× 明並滂幇 四等
　但し現実には厳韻の唇音は皆無、塩 A もまた唇音皆無なので、51b の網掛け





　ここで更に憶測を進めると、第 40 転（開）（（合）とあるのは誤り）と第 41
転（開）（（合）とあるのは誤り）においても廃韻の場合と似たような問題があ




































































　この摂には一等韻が無く、二等韻に 12 庚 a/ua13 耕 /u、三等韻に 12
庚 a/a14清 /、四等韻に 15 青 e/ue があり、そして開合の別がある。
韻目の出現順は下平声所収韻目につき、下 12、下 13、下 14、下 15とあるべき
ところ、「下」を省いた。庚は等位を異にする二つの韻類を含んでいる。二等
韻の庚 a/ua と三等韻の庚 a/a である。非常に特異なことであるが、三等
韻の庚と清は重紐の対を成しており、庚が B、清が A である。重紐というのは
同一韻内において同音と見まがうべき小韻のペアが存在する現象で、別の韻に
所属しているのにどうして重紐などと言えるのか ? 重紐の関係にあるなら推定






　第 17開、18転合の臻摂は所属韻が一等韻の痕 n 魂 un と三等韻の臻 en 真








































































× 痕 ×痕痕痕 ×痕痕痕痕 痕×痕痕 痕痕痕痕 ×××× 一等
臻臻臻臻臻 二等
真 真 真× B B 真真真真真 B   B  B   B 真真真真 B B B B 三等





















× 魂 ×魂魂魂 ×魂魂魂魂 魂×魂魂 魂魂魂魂 魂魂魂魂 一等
○○○○○ 二等
真 真 真× B B 真真真真真 B B B B 真真真真 ×××× 三等























× 魂 ×魂魂魂 ×魂魂魂魂 魂×魂魂 魂魂魂魂 魂魂魂魂 一等
諄諄諄諄諄 二等
諄 諄 諄×B B 諄諄諄諄諄 B B B B 諄諄諄諄 ×××× 三等


















































   1  
 2  a	 11  a
 12  a 13  
 5  a 3  
 4  
 10  a  9  a
 6  n
 7  an
 8  au 14  u































鏡』の殆んどのテキストは開合とする）、第 5転（合）、脂は第 6転（開）、第 7転
（合）、微韻は第 9転（開）、第 10転（合）に並べられている。唇音声母は支韻の








































× 庚 ×庚庚庚 庚庚庚庚庚 庚×庚庚 庚庚庚庚 庚庚庚庚 二等
○ ○ 庚×庚庚 ○○○○○ 庚庚庚庚 ○○○○ 庚庚庚庚 三等






















× ○ ×庚庚庚 ○○○○○ ○×庚庚 ○○○○ ×××× 二等
○ ○ 庚×庚庚 ○○○○○ 庚庚庚庚 ○○○○ ×××× 三等






















× 耕 ×耕耕耕 耕耕耕耕耕 耕×耕耕 耕耕耕耕 耕耕耕耕 二等
○ 清 ○×○○ 清清清清清 ○○○○ 清清清清 ○○○清 三等






















× 耕 ×耕耕耕 ○耕耕○耕 耕×耕耕 ○○○○ ×××× 二等
○ ○ ○×○○ ○○○○○ ○○○○ ○○○○ ×××× 三等
× 青 ×青青青 ×青青青青 青×青青 ○○○○ ×××× 四等
韻書と等韻図Ⅰ　　177
　先ず第 33 転（開）の庚韻に着目されたい。庚韻は第 33 ～ 36 の転図のうち






















































ではない。ということは今推定音価を用いて言うと、「所  庚 a 切」は




「所  京 a 切」で a を表していたのではないかという疑念が湧いてくる。
















るということであれば、私は「所  庚 a 切」が拗介音を上字が担う、『切
韻』においては異例に属する反切と考えた方が良いと思う。異例反切について
は 6.1.反切とはの末尾に挙げた王三の反切を参照。つまり、これで a を表
したと見なすのである（- ＋ -a → a）。他の二等韻字を下字にとる例も
同様に見なして、「齚 a：鋤  陌 (u)a 切」、「傖 a：助  庚 a
切」となる。このような反切上字が帰字の介音を担う異例反切については、






















































○ 清 ○×○○ 清清清清清 ○○○○ 清清清清 ○○○清 三等
















































 入聲　 ： 赤 『玉篇』
























韻の韻尾が ＞；＞c のような変化を起こし、そのうちの鎗韻（a, a, ia＞
a, a, a）相当韻のうち、より狭い拗介音 i と韻尾 との間に挟まれた a が狭
くなり（つまり ia、『広韻』だと庚韻重紐 A 類韻）、拗介音を持たない場合及
び拗介音  を持つ場合の主母音とはかなり音色が変わってしまったので、その
ような韻類を取り分けて清韻とした。その変化は、a＞a＞＞ のような
ものであったか、或いは主母音が韻尾の口蓋化要素（- を - と考え、- の入
り渡りの ）を奪って狭くなったとすれば a＞a＞ つまり a＞a＞ と
いうような韻尾が元に戻るような変化も想定できる。-＞- は - が体系的に不
安定な存在であるがために、より安定した - に戻ってしまったということだろ







認め難い。三根谷 1976; 1993「唐代の標準語音に就いて」は庚清 a, uaとし
ている（p.118）。三根谷先生は重紐の対立を声母の口蓋化の有無としておられ






























○ 清 庚×庚庚 清清清清清 庚庚庚庚 清清清清 庚庚庚庚 三等
清○清清 清清清清清 清清清清 清清清清 四等
　今ここに挙がっている庚と清を纏めて鎗韻という名称を与えてみれば、この
転図の分布パターンが典型的な重紐韻の分布パターンと一致していることが分





ものは a、四等に並ぶものは a となるが、そうであれば第 35 転（開）、36転
（合）は二等耕 ：三等清 ia：四等青 e となる。もし平山 1967 に拠れば、













なややこしさはない。24.2.麻韻荘組字は二等韻 ? それとも三等韻 ? で紹介し
た麻韻の場合同様、この場合も韻図の分布状況から二等韻所属であることが分









等の段に並ぶもの及び四等韻の青を第 33 転（開）、第 34 転（合）に置き、耕韻























× 庚 ×庚庚庚 庚庚庚庚庚 庚×庚庚 庚庚庚庚 庚庚庚庚 二等
○ 清 ○×○○ 清清清清清 ○○○○ 清清清清 ○○○清 三等























× 庚 ×庚庚庚 庚庚庚庚庚 庚×庚庚 庚庚庚庚 ×××× 二等
○ ○ ○×○○ ○○○○○ ○○○○ ○○○○ ×××× 三等






















× 耕 ×耕耕耕 耕耕耕耕耕 耕×耕耕 耕耕耕耕 耕耕耕耕 二等
○ ○ 庚×庚庚 庚庚庚庚庚 庚庚庚庚 ○○○○ 庚庚庚庚 三等






















× 耕 ×耕耕耕 耕耕耕耕耕 耕×耕耕 ○○○○ ×××× 二等
○ ○ ○×○○ 庚庚庚庚庚 ○○○○ ○○○○ ×××× 三等























× 庚 ×庚庚庚 ○○○○○ 庚×庚庚 庚庚庚庚 庚庚庚庚 二等
○ 清 ○×○○ 清清清清清 ○○○○ 清清清清 ○○○清 三等























× 庚 ×庚庚庚 ○○○○○ 庚×庚庚 庚庚庚庚 ×××× 二等
○ ○ ○×○○ ○○○○○ ○○○○ ○○○○ ×××× 三等

























耕×耕耕 耕耕耕耕 耕耕耕耕 二等
○ ○ 庚×庚庚 庚庚庚庚庚 庚庚庚庚 ○○○○ 庚庚庚庚 三等

























耕×耕耕 ○○○○ ×××× 二等
○ ○ ○×○○ 庚庚庚庚庚 ○○○○ ○○○○ ×××× 三等



































　耕韻は二等韻でそのうちに含まれるのは開合の違いしかない（, u の 2
類から成る）。内に等位の異なる韻類を含むことがないから、もしこれを先に
挙げることに差し障りがなければ、先に 55b～ 58b に挙げた配置以外にも、




第 35 転（開）と第 33 転（開）を、第 36転（合）と第 34転（合）とを入れ替える










①　第 33転（開） ②　第 33転（開） ③　第 33転（開）
Ⅰ Ⅰ Ⅰ
耕　 Ⅱ 耕　 Ⅱ 耕　 Ⅱ
清　 Ⅲ 庚　a Ⅲ 清　 Ⅲ
青　e Ⅳ 清　 Ⅳ 清　 Ⅳ
①　第 35転（開） ②　第 35転（開） ③　第 35転（開）
Ⅰ Ⅰ Ⅰ
庚　a Ⅱ 庚　a Ⅱ 庚　a Ⅱ
庚　a Ⅲ 清　 Ⅲ 庚　a Ⅲ














（『広韻』増加小韻）は . 第 33 転（開）にも重出する。『七音略』ではこのよう
な乱れは殆ど見られないから、軽々に判断すべきではないが、『韻鏡』のこの

















と、平声徹母の「瞠 chēng」：「檉 chēng」、平声澄母の「棖 chéng」：「呈 chéng」、
入声徹母の「拆 chāi」清「彳 chì」、澄母字の「宅 zhái」と「擲 zhì、zhī~ 色子」、
知母字の「磔 zhé」：「 ?」が挙がるくらいである。いずれも前者が庚二、後者
が清韻である。安易な一般化は禁物であるが、現代音によれば舒声では区別無



























































  中部 ＞2冬 u (o)
　　　蟹摂　之部 u；微部 u＞2灰 u (u)
  之部 ；微部 ＞1咍  ()
  祭部 /u＞3泰 /u (/u)
　　　咸摂　侵部 ＞1覃  ()
  談部 ＞2談  ()
　二等蟹摂　支部 e/ue；e＞2佳 a/ua (a/ua)
  之部 /u；微部 /u；脂部 e；祭部 a/a/a＞1皆 /u
　 (/u)
  祭部 /u；/＞1夬 a/ua (a/ua)
　　　山摂　元部 n/n；n/n＞2刪 an/uan (an/uan)
 元部 an/uan；an/an；文部 n/un；真部 en＞1山 n/un (n/un)
　　　梗摂　陽部 /u；a/a；耕部 e＞1庚 a/ua (a/ua)
 蒸部 /u；耕部 e/ue；e＞2耕 /u (/u)
　　　咸摂　談部 a；侵部 e＞1咸  ()














②皆  13, 14　　②山 n 21, 22　　①咸  39　　①庚 a 33, 34
































× 登 ×登登登 ×登登登登 登×登登 登登登登 登登登登 一等
○蒸蒸蒸蒸 二等
○ 蒸 蒸×蒸蒸 蒸蒸蒸蒸蒸 蒸蒸蒸蒸 蒸蒸蒸蒸 蒸蒸蒸蒸 三等
蒸×○○ ○蒸蒸蒸蒸 ○○○○ ○○○○ 四等





























絞って、上字、下字、帰字のそれぞれの帰属を A, B, C として表すと以下の
ような関係が見られる。A は韻図で四等の段に現れるもので、B は三等の段に
現れるもの。韻図に現れないものは、全体の整合性で A か B かを判断する。
同じ字でも文献によって A、B の帰属が一致しないことも有り得る。C（もし
くは丙）類とは重紐の対立を持たない三等韻を指す。
A ＋ A → A、 A ＋ B → A、 A ＋ C → A
B ＋ A → B、 B ＋ B → B、 B ＋ C → B
C ＋ A → A、 C ＋ B → B
つまり上字が A 類であれば下字が何であろうと帰字は A 類、上字が B 類であ

















その肝心のところは『中国語学』No.69, 1957. 12, pp.249-250 所載の発表要旨
「全本王氏切韻について」では省略されてしまっている。上田氏は改めて論文
にする旨記しておられるが、すぐには公表されなかったようで、結局「中古中































のない三等韻（C 類）の介音は重紐の A, B と音声的にどのように違っている
のかといったような問題も出てくる。類相関が他の声母の場合だとどうなって
いるか調べてみると、重紐韻の荘組字は B、章組及び精組、日母字は A とい
う傾向を認めることができる。帰字はもちろん上字も帰類は未知数であるか
ら、下字が A, B, C のいずれかを見てこのように判断するのである。舌上音
と来母については傾向が余り明瞭でないせいか、いずれも B とする説がある
ものの、異論もある。舌上音と結合する介音を B とする説は、声母の推定音







三等欄は B 的、四等欄は A 的。但し念のために断っておくと、ここで四等と
言っているのはあくまでも三等韻の四等欄にはみ出すもののことであって、純
四等韻は中古音においてはそもそも拗介音が無いのであるから対象とならな
い。もし重紐韻で唇牙喉音以外の声母と結びつく場合の介音が A, B いずれで
あったか判断を保留にすると、A /（若しくは u）：B /（若しくは u）のい
ずれでもない介音を設定せねばならなくなる（以下、合口介音は 、 で表















知組、来母の場合の介音は / ではなく、/ ということになる。以下は韻図に
合わせて各声母の介音がどちらであるか示したものである。合口の場合は  を
























     二等
   ×                       三等























     二等
   ×                       三等










 ：  　　　  （ 	 B） 
 ：  　　　 B （ 	 B）  
 ：  　　　 B （ 	 B）
 ：  　　　 B （ 	 B） 
 ：  　　　 B （ 	 B）
 ：  　　　 B （ 	 B） 
 ：  　　　 B （ 	 B）
 ：  　　　 B （ 	 B）
 ：  　　　 B （ 	 B）
 ：  　　　  （ 	 B）
 ：  　　　 B （ 	 B）
 ：  　　　 B （ 	 B）
 ／
 ：  　　　 B （ 	 B）
 ／
 ：  　　　 B （ 	 B）
 ／
 ／
/  ：  　　　 B （ ）（ 	 B）
 
/  ：  　　　 B （ ）（ 	 B）
 







 ：  　　　  （ 	 B）
 ：  　　　  （ 	 B）
 ／
 ／




 ：  　　　 B （ 	 B）
　全 21 例のうち、B 類下字であるものが 16 例であり、例外の 5 例は来母字 2
例、精母字 1 例、知母字 1 例、章母字 1 例で A 類字は皆無である。仮にこれ
らの 5 例全てを A 類的な音声特徴を持つものとして、A 類扱いしたとしても、
B 類が圧倒的多数を占める状況は動かない。反切下字の使用状況だけから論ず






　韻目 帰字  反切　　  類相関状況
支 媯	：居為 見合 B ← C ＋ X cf. ：是為　　常合三
 虧	：去為 溪合 B ← C ＋ X 羸：力為　　來合三
 危 ：魚為 疑合 B ← C ＋ X 吹：昌為　　昌合三
 麾 ：許為 曉合 B ← C ＋ X 眭：息為　　心合三
  ：於為 影合 B ← C ＋ X 隨：旬為　　邪合三
  ：靡為 明　 B ← B ＋ X
 陂 ：彼為 幫　 B ← B ＋ X
至 愧 ：軌位 見合 B ← B ＋ X（異調同音上字式反切）
 豷	：許位 曉合 B ← C ＋ X
祭 劌 ：居衛 見合 B ← C ＋ X cf. 綴：陟衛　合三←知＋X
軫 愍 ：眉殞 明　 B ← B ＋ X
 窘 ：渠殞 群合 B ← C ＋ X
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仙  ：居員 見合 B ← C ＋ X cf. 栓：山員　生合二 B ←二＋X
 弮 ：去員 溪合 B ← C ＋ X
 權 ： 員 群合 B ← C ＋ X
庚 兵 ：甫榮 幫　 B ← C ＋ X
 兄 ：許榮 曉合 B ← C ＋ X
梗 丙 ：兵永 幫　 B ← B ＋ X（異調同音上字式反切）
 皿 ：武永 明　 B ← C ＋ X
 憬	：舉永 見合 B ← C ＋ X
　今、云母の帰属を不明であるとし、X としておいたが、帰字の帰属ははっき
りしている。ここでは B ← C ＋ X から、X ＝ B という結論を引き出すことが
できる。上掲例の全てが B 類反切である。つまり云母小韻には重紐の対立は





































平声幽韻　見母　樛 ：居虯 （A ← C ＋ A）
群母　虯 ： 幽 （A ← C ＋ A）
疑母　聱 ：語虯 （A ← C ＋ A）
曉母　  ：香幽 （A ← C ＋ A）
烋 ：許彪 （B ← C ＋ B）
影母　幽 ：於虯 （A ← C ＋ A）
上声黝韻　見母　糾 ：居黝 （X ← C ＋ X）
群母　蟉 ： 糾 （X ← C ＋ X）
cf.『廣韻』「 黝」　（X ← C ＋ X）
影母　黝 ：於糾 （X ← C ＋ X）
去声幼韻　溪母　  ：丘幼 （X ← C ＋ X）
cf.『唐韻』「丘繆」；『廣韻』「丘謬」　（A ← C ＋ A）
群母　  ： 幼 （X ← C ＋ X）
cf.『廣韻』「巨幼」　（A ← C ＋ A）
影母　幼 ：伊謬	（A ← A ＋ B）
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幽韻唇音字は以下の 4例しかない。
平声幽韻　幫母　彪 ：甫休 （B ← C ＋ B）
cf. 王二「補休」；『廣韻』「甫烋」　（B ← C ＋ B）
並母　淲 ：扶彪 （B ← C ＋ B）
cf.『廣韻』「皮彪」　（B ← B ＋ B）
明母　繆	：武彪 （B ← C ＋ B）















少なくない。繰り返しになるが、類相関では反切上字が A なら帰字も A、反
切上字が B なら帰字も B ということであった。そして反切上字が C の場合は、
帰字の A か B かは下字によって決定された。
　先ず「淲」は『広韻』の反切上字「皮」が『韻鏡』第 4転で三等に配されて
いる（支韻）から、B 類所属と判断してよい。すると B 類字を反切上字とす
る「淲」も B 類ということになる（B ＋ X → B）。この「淲」は『広韻』以外
の切韻系韻書では「扶彪」という反切になっている。反切上字「扶」が C で




だろう。「彪」が B であれば、反切上字が C である「繆：武彪」の場合もまた
C ＋ B → B というパターンに属することになる。「彪：甫休」、「彪：甫烋」も
また、帰字が B で上字が C だから、C ＋ B → B というパターンに属すること
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になる。王二の「彪：補休」は、他の反切と照らし合わせることで、一＋
B → B というパターンが導き出されるが、上字が一等というのは変則的であ
る。平声の唇音字の場合にはこのように芋づる式に全て B という結果が得ら
れた。この一連の操作のなかで「烋」は B 類であることが明らかになった。
そうなると「烋：許彪」が B なのであるから、これと重紐の対立を示す「 ：
香幽」は A ということになる。念のため断っておくと、「 ：香幽」小韻と
「烋：許彪」小韻はどちらも増加小韻ではなく、原本『切韻』の段階で共に存
在していたと考えられるものである（上田 1975, p.62 参照）。「香」は非重紐韻
（陽韻）所属字であるから、C である。するとこの反切は A ← C ＋ X となり、
X ＝ A つまり「幽」は A 類ということになる。「幽」が A であれば、「幽：於
虯」は上字「於」が非重紐韻（魚韻）所属字であるから、C である。するとこ






上声黝韻　影母　黝 ：於糺	（X ← C ＋ X）
見母　糺	：居黝 （X ← C ＋ X）
（群母　蟉	：渠糺  X ← C ＋ X　増加小韻）
　2 つの反切に現れる上字「於、居」が皆 C 類であるので、C ＋ X → X とな
り、A，B どちらか分からない。ただ反切下字「糺、黝」は系聯して 1 類に纏
まるので、断定はできないにせよ、恐らく全て A もしくは全て B のいずれか
になるだろうという予想だけは立つ。
　去声の場合は
去声幼韻　影母　幼 ：伊謬	（A ← A ＋ X）
明母　謬	：靡幼 （B ← B ＋ X）
渓母　  ：丘幼 （X ← C ＋ A）
cf.『唐韻』「丘繆」；『広韻』「丘謬」




て「謬」もまた B 類である（B ＋ X → B）。牙喉音の方は「幼：伊謬」の上字
の影母「伊」が『韻鏡』第 6転（開）で四等に配されている（脂韻）から、A と
判断して良い。「謬」は B であるが、この場合には上字が優先されるので、A
＋ B → A となり、「幼」は A と判定される。これによって「 ：丘幼」、「 ：
幼」はどちらも上字が C、下字が A なので C ＋ A → A となる。前者は『唐
韻』だと「丘繆」、『広韻』だと「丘謬」となっており、上字が C であるから、






て、唇音 B、牙喉音 A という帰類が認められた。
　結局、声調によって帰類のパターンが異なるというのも考え難いことである
ので、平声、去声の状況から見て、上声の場合に関しても牙喉音の 3字を全て
A と判断すべきだろうということになる。この他、「黝」の声符「幼」が A だ











　既に述べたように、『広韻』では「烋：許彪」（B 類）を「 ：香幽」（A 類）
に合併してしまった。これにより牙喉音の B 類は皆無ということになった。




















平聲　尤　幫　? 不：甫鳩 cf.幽 B　幫 biāo 彪：甫休
滂　? ：匹尤 滂 ――
並　fóu 浮：薄謀 並 piáo 淲：扶彪
fú 浮蜉罘
明　móu 謀牟眸：莫浮　cf.侯 明（? 呣） 明 ? 繆：武彪
máo 矛蟊
上聲　有　幫　fŏu 缶否：方久 黝 B　幫 ――
滂　（? ：芳酒） 滂 ――
並　fù 婦負阜：房久 並 ――
明　―― cf.厚 明 mǔ 母 明 ――
去聲　宥　幫　fù 富：府副 幼 B 幫 ――
滂　fù 副：敷救 滂 ――
並　fù 復：扶富 並 ――
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一等韻　25 寒 n/26桓 un
二等韻　28山 n/un；27刪 an/uan
三等韻　22 元 n/n；2仙 B n/n　A n/n





























× 寒 ×寒寒寒 ×寒寒寒寒 寒×寒寒 寒寒寒寒 ×××× 一等
× 刪 ×刪刪刪 刪刪刪刪刪 刪×刪刪 刪刪刪刪 ×××× 二等
仙 仙 B × B B 仙仙仙仙仙 B B B B 仙仙仙仙 B B B B 三等






















× 桓 ×桓桓桓 ×桓桓桓桓 桓×桓桓 桓桓桓桓 桓桓桓桓 一等
× ○ ×刪刪刪 刪刪刪刪刪 刪×刪刪 刪刪刪刪 刪刪刪刪 二等
仙 仙 B × B B 仙仙仙仙仙 B B B B 仙仙仙仙 ×××× 三等

























山×山山 山山山山 山山山山 二等
○ ○ 元×元元 ○○○○○ 元元元元 ○○○○ ×××× 三等

























山×山山 山山山山 ×××× 二等
○ ○ ○×元元 ○○○○○ 元元元元 ○○○○ 元元元元 三等
仙×○○ 仙仙仙仙仙 A A A A ×××× 四等
　64, 65でできるだけ多くの等位の異なる韻を同居させる。仙韻は三等の段の































× 山 ×山山山 山山山山山 山×山山 山山山山 山山山山 二等
○ ○ 元×元元 ○○○○○ 元元元元 ○○○○ ×××× 三等






















× 山 ×山山山 山山山山山 山×山山 山山山山 ×××× 二等
○ ○ ○×元元 ○○○○○ 元元元元 ○○○○ 元元元元 三等

























刪×刪刪 刪刪刪刪 ×××× 二等
仙 仙 B × B   B 仙仙仙仙仙 B B B B 仙仙仙仙 B B B B 三等

























刪×刪刪 刪刪刪刪 刪刪刪刪 二等
仙 仙 B × B   B 仙仙仙仙仙 B B B B 仙仙仙仙 ×××× 三等
× ○ ×先先先 ×先先先先 ○×先先 ○○○○ ×××× 四等
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　一等韻は開合の違いで二つに分けているにすぎず、VE 部分は同じで（n）、
一種類しかないのであるから、第 21 転（開）、第 22 転（合）に置いても、第 23
転（開）、第 24転（合）に置いても、どちらでも構わない。但し『韻鏡』、『七音
略』の体例からすれば、通常は先ず最初の転図（第 21 転（開）、第 22 転（合））
に詰め込めるだけ詰め込むというやり方が一般的であるから、先の転図（第
21 転（開）、22 転（合））に入れそうなものだが、山摂の実際の転図はそうなっ






型的な a である方を先に、典型的な a である方を後に置くらしいことと関連が
あるかも知れない、ということが挙げられる（梗摂のみ例外であることも既に
述べた）。つまり主母音の音声的な近さを重視して、音声的により近いものを





が現れる第 21 転（開）, 22 転（合）において、二等韻は山韻が占めているが、こ
の 2 枚の転図の歯音第二等の段に並ぶのは山韻字でしかないことが明白であ
る。問題は仙韻の方である。本来の配列順が上の 62 ～ 65 のようであったら、
仙韻荘組字は第 21 転（開）、22 転（合）において、山韻字と衝突することにな
り、もし元々が現行の配列順であって、しかもはみ出るものを後に廻すという
処理がその場合でも行われるものならば、仙韻三等の段に並ぶもの及び二等の
段にはみ出る荘組字は第 23 転（開）、24 転（合）の歯音二等の段で刪韻字とぶ
つかることになる。第 23 転（開）, 24転（合）で同居する仙韻と刪韻には次のよ
うな衝突する荘組字が存在する。以下、（　）は増加小韻。
 仙韻 刪―黠韻 cf.山―鎋韻
　開口
　平声　初母 （なし） ――― （なし） ――― （ ：充山）①
 崇母　潺：士  ――― （なし） ――― （虥：士山）
 生母 （なし） ――― 刪：所姦 ――― 山：所閒
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　上声　莊母 （なし） ――― ：側板 ――― 醆：阻限
 初母 （なし） ――― ：初板 ――― ：初限
 崇母（棧：士免） ――― ：士板 ――― 棧：士限
 生母 （なし） ――― ：數板 ――― 產：所簡
　去声　初母 （なし） ――― 鏟：楚鴈 ――― （なし）
 生母 （なし） ――― 訕：所晏 ――― （なし）
　入声　莊母 （なし） ――― 札：側八 ――― （なし）
 初母　 ：廁列 ――― ：初八 ――― 剎：初
 崇母（ ：士列） ――― （なし） ――― （ ：查 ）
 生母　樧：山列 ――― 殺：所八 ――― （なし）
　合口
　平声　莊母　恮：莊緣	 ――― （跧：阻頑）② ――― （なし）
 生母　栓：山員 ――― （ ：數 ） ――― （なし）
　上声　初母 （なし） ――― （なし） ――― （ ：初綰）③
 崇母　撰：士免 ――― （撰：雛鯇） ――― （なし）
　去声　莊母　 ：莊眷 ――― （なし） ――― （なし）
 初母 （なし） ――― 篡：楚患 ――― （なし）
 崇母　 ：士戀 ――― （なし） ――― （なし）
 生母　 ：所眷 ――― ：生患 ――― （なし）
　入声　莊母　 ：側劣 ――― （ ：鄒 ） ――― （なし）
 初母 （なし） ――― （なし） ――― ：初刮









仙 刪 仙 山
開 × ○ 開 × ○

















































① 15咍   ：16灰 u、 （一等韻）
② 17真19臻 en, en ：18諄 en, en、 （三等重紐韻）
③ 21欣 n  ：20文 n、 （三等 C 類韻）
④ 24痕 n  ：23魂 un、 （一等韻）












止摂の支（第 4開 e, e、第 5合 e, e）、脂（第 6開 , 、第 7合 , ）、
微（第 9開 、第 10合 ）；
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蟹摂の咍/灰（第 13 開 、第 14合 u）、皆（第 13 開 、第 14合 u）、
夬（第 13 開 a、第 14合 ua）、祭（第 13 開 、第 14合 ；
第 15 開 、第 16合 ）、斉（第 13 開 e、第 14合 ue）、
泰（第 15 開 、第 16合 u）、佳（第 15 開 a、第 16合 ua）、
廃（第 9開 、第 10合 ）；
臻摂の痕/魂（第 17開 n、第 18合 un）、臻真/諄（第 17開 en, en、
第 18合 en, en）、欣/文（第 19開 n、第 20合 n）；
山摂の山（第 21 開 n、第 22 合 un）、元（第 21 開 n、第 22 合 n）、
仙（第 21 開 n、第 22 合 n；第 23 開 n、第 24合 n）、
寒/桓（第 23 開 n、第 24合 un）、刪（第 23 開 an、第 24合 uan）、
先（第 23 開 en、第 24合 uen）；
果摂の歌/戈（第 27開 , *、第 28合 u, *）；
仮摂の麻（第 29開 a,*a、第 30合 ua,*a）；
宕摂の唐（第 31 開 、第 32 合 u）、陽（第 31 開 、第 32 合 ）；
梗摂の庚（第 33 開 a, a、第 34合 ua, a）、清（第 33開 、第 34合 ）、
耕（第 35 開 、第 36合 u）、青（第 35 開 e、第 36合 ue）；








































支 支 支×支支 支支支支支 支支支支 支支支支 支支支支 三等























支 支 支×支支 支支支支支 支支支支 支支支支 ×××× 三等
支×支支 支支支支支 支支支支 ×××× 四等














































































× 痕 ×痕痕痕 ×痕痕痕痕 痕×痕痕 痕痕痕痕 ×××× 一等
臻臻臻臻臻 二等
真 真 真×真真 真真真真真 真真真真 真真真真 真真真真 三等





















× 魂 ×魂魂魂 ×魂魂魂魂 魂×魂魂 魂魂魂魂 魂魂魂魂 一等
諄諄諄諄諄 二等
諄 諄 諄×諄諄 諄諄諄諄諄 諄諄諄諄 諄諄諄諄 ×××× 三等
















































○ ○ 文×文文 ○○○○○ 文文文文 ○○○○ 文文文文 三等
○ ○○○○○ 四等
























× 山 ×山山山 山山山山山 山×山山 山山山山 山山山山 二等
○ ○ 元×元元 ○○○○○ 元元元元 ○○○○ ×××× 三等






















× 山 ×山山山 山山山山山 山×山山 山山山山 ×××× 二等
○ ○ ○×元元 ○○○○○ 元元元元 ○○○○ 元元元元 三等

























刪×刪刪 刪刪刪刪 ×××× 二等
仙 仙 B × B B 仙仙仙仙仙 B B B B 仙仙仙仙 B B B B 三等


























刪×刪刪 刪刪刪刪 刪刪刪刪 二等
仙 仙 B × B B 仙仙仙仙仙 B B B B 仙仙仙仙 ×××× 三等
× ○ ×先先先 ×先先先先 ○×先先 ○○○○ ×××× 四等














































× 戈 戈×戈戈 戈戈戈戈戈 戈×戈戈 戈戈戈戈 戈戈戈戈 一等
二等























× 麻 ×麻麻麻 麻麻麻麻麻 麻×麻麻 麻麻麻麻 麻麻麻麻 二等


















































× 唐 唐×唐唐 ×唐唐唐唐 唐×唐唐 唐唐唐唐 唐唐唐唐 一等
陽陽陽陽陽 二等






















× 唐 ×唐唐唐 ×唐唐唐唐 唐×唐唐 ○○○○ ×××× 一等
○○○○○ 二等























× 庚 ×庚庚庚 庚庚庚庚庚 庚×庚庚 庚庚庚庚 庚庚庚庚 二等
○ ○ 庚×庚庚 ○○○○○ 庚庚庚庚 ○○○○ 庚庚庚庚 三等























× 庚 ×庚庚庚 庚庚庚庚庚 庚×庚庚 ○○○○ ×××× 二等
○ ○ 庚×庚庚 ○○○○○ 庚庚庚庚 ○○○○ ×××× 三等






















× 耕 ×耕耕耕 耕耕耕耕耕 耕×耕耕 耕耕耕耕 耕耕耕耕 二等
○ 清 ○×○○ 清清清清清 ○○○○ 清清清清 ○○○清 三等






















× 耕 ×耕耕耕 耕耕耕耕耕 耕×耕耕 ○○○○ ×××× 二等
○ ○ ○×○○ ○○○○○ ○○○○ ○○○○ ×××× 三等





















× 登 ×登登登 ×登登登登 登×登登 登登登登 登登登登 一等
蒸蒸蒸蒸蒸 二等
○ 蒸 蒸×蒸蒸 蒸蒸蒸蒸蒸 蒸蒸蒸蒸 蒸蒸蒸蒸 蒸蒸蒸蒸 三等






















× 登 ×登登登 ×登登登登 登×登登 ○○○○ ×××× 一等
○○○○○ 二等
○ ○ 蒸×蒸蒸 ○○○○○ ○○○○ ○○○○ ×××× 三等














口の転図第 21 転に置かれるのに対し、刪韻の方のそれは合口の第 24転に置か
れるという特異な状況が見られる。第 21 転（開）にも四等に仙 A の重唇音字
が並んでいるが、二等字は一等字との対比で理解すべきものと言うことだろ











































× 咍 ×咍咍咍 ×咍咍咍咍 咍×咍咍 咍咍咍咍 咍咍咍咍 一等
× 皆 ×皆皆皆 ○皆/祭○皆皆 皆×皆皆 皆皆皆皆 皆皆皆皆 二等
三等





















× 咍 ×咍咍咍 ×咍咍咍咍 咍×咍咍 咍咍咍咍 咍咍咍咍 一等
× 皆 ×皆皆皆 ○皆/祭○皆皆 皆×皆皆 皆皆皆皆 ×××× 二等
祭 祭 祭×祭祭 祭祭祭祭祭 祭祭祭祭 祭祭祭祭 ○○○○ 三等














































× 灰 ×灰灰灰 ×灰灰灰灰 灰×灰灰 灰灰灰灰 灰灰灰灰 一等
× 皆 ×皆皆皆 皆皆皆皆皆 皆×皆皆 皆皆皆皆 ×××× 二等
三等





















× 灰 ×灰灰灰 ×灰灰灰灰 灰×灰灰 灰灰灰灰 灰灰灰灰 一等
× 皆 ×皆皆皆 皆皆皆皆皆 皆×皆皆 皆皆皆皆 皆皆皆皆 二等
祭 祭 祭×祭祭 祭祭祭祭祭 祭祭祭祭 祭祭祭祭 ×××× 三等






































































× 泰 ×泰泰泰 泰泰泰泰泰 泰×泰泰 泰泰泰泰 泰泰泰泰 一等
× 佳 ×佳佳佳 佳佳佳佳佳 佳×佳佳 佳佳佳佳 ×××× 二等
三等













































× 泰 ×泰泰泰 泰泰泰泰泰 泰×泰泰 泰泰泰泰 ×××× 一等
× ○ ×佳佳佳 ○○○○○ 佳×佳佳 佳佳佳佳 佳佳佳佳 二等
三等





















































　まず一等韻だが、咍 / 灰は我々の理解では VE の部分は共通であり、開合で






滂　　　　　  （ ：普才切）　　　　　 胚：芳杯切































































× 咍 ×咍咍咍 ×咍咍咍咍 咍×咍咍 咍咍咍咍 ×××× 一等
× 皆 ×皆皆皆 ○皆/祭○皆皆 皆×皆皆 皆皆皆皆 皆皆皆皆 二等
三等





















× 咍 ×咍咍咍 ×咍咍咍咍 咍×咍咍 咍咍咍咍 ×××× 一等
× 皆 ×皆皆皆 ○皆/祭○皆皆 皆×皆皆 皆皆皆皆 ×××× 二等
祭 祭 祭×祭祭 祭祭祭祭祭 祭祭祭祭 祭祭祭祭 ○○○○ 三等














































× 泰 ×泰泰泰 泰泰泰泰泰 泰×泰泰 泰泰泰泰 泰泰泰泰 一等
× 佳 ×佳佳佳 佳佳佳佳佳 佳×佳佳 佳佳佳佳 ×××× 二等
○ ○ ○×○○ ○○○○○ 廃廃廃廃 ○○○○ ×××× 三等





















× 泰 ×泰泰泰 泰泰泰泰泰 泰×泰泰 泰泰泰泰 ×××× 一等
× ○ ×佳佳佳 ○○○○○ 佳×佳佳 佳佳佳佳 佳佳佳佳 二等
○ ○ 廃×廃廃 ○○○○○ 廃廃廃廃 ○○○○ 廃廃廃廃 三等
× × 祭祭祭祭 祭祭祭祭祭 祭祭祭祭 ×××× 四等






























× 泰 ×泰泰泰 泰泰泰泰泰 泰×泰泰 泰泰泰泰 ×××× 一等
祭祭祭祭祭 二等
○ 祭 祭×祭祭 祭祭祭祭祭 祭祭祭祭 祭祭祭祭 ○○○○ 三等





















× 泰 ×泰泰泰 泰泰泰泰泰 泰×泰泰 泰泰泰泰 泰泰泰泰 一等
祭祭祭祭祭 二等
祭 ○ 祭×祭祭 祭祭祭祭祭 祭祭祭祭 祭祭祭祭 ×××× 三等






















× ○ ×夬夬夬 夬夬夬夬夬 夬×夬夬 夬夬夬夬 夬夬夬夬 二等
























× ○ ×夬夬夬 夬夬夬夬夬 夬×夬夬 ○○○○ ×××× 二等








歯音二等の欄で衝突する訳である。しかし第 15 転（開）, 16転（合）の入声欄が

















　C 類と二等、四等を一枚の転図に同居させている例は第 21 転（開）、22 転
（合）の二等山韻と三等元韻、四等仙 A（四等の段に置かれる三等韻）と第 40
転の二等銜韻と三等厳韻、四等塩 A（四等の段に置かれる三等韻）のみ。但し






















































































価、二行目に同じく平山 1967 に見える中古音音素、そして三行目に平山 2006
の上古音音素を挙げるようにした。
　　1. 樁 zhuāng ： 都 dū 江 jiāng 切 （dāng、diāng にあらず。切韻系
韻書に見える）
中古音 au o au （au にあらず）
中古音 a u a （a にあらず）
上古音    
　　2. 中 zhōng ： 丁 dīng 弓 gōng 切 （dōng にあらず）
中古音 u	 e  u （u にあらず）
中古音 	 e   （ にあらず）
上古音 	 e  
　　3. 丁 dīng  ： 陟 zhì 経 jīng 切 （zhīng ?、zhēng にあらず）
中古音 e  e （e にあらず）
中古音 e  e （e にあらず）
上古音 e  e
　　4. 談 tán ： 濁 zhuó 甘 gān 切 （zhān にあらず）
中古音 	 au	  （ にあらず）
中古音 	 a	  （dj にあらず）














組と非組の区別は無く、, , ,  の一系列しかなかった。それが C 類韻母と
結合したものに限り、軽唇音化した。帰字と上字の一方が C 類で、一方が非









fān ：　匹 pī 凡 fán 切 （pān にあらず）
	 e 
 [f()	 e  ] （ にあらず）
péi ：　扶 fú  来 lái 切 （fái にあらず）
 u  
 [	 u	  ] （ にあらず）
胚 pēi ：　芳 fāng 杯 bēi 切 （fēi にあらず）
u  u








臡 rí?/ér? ：人 rén	 兮 xī	 切　　　四等平声斉韻日母
*e 	 en  e （ne?e?）
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茝 chăi   ：昌 chāng　待 dài   切　　　一等上声海韻昌母







ては次の 36. 韻（祭韻平声）があった ? で改めて説明を加える。他に該当し
そうなものとしては『広韻』には見られないが、他の切韻系韻書に
竃 zào ：側 zè　到 dào （王二）
su e u
















1. 齋zhāi  ：子zĭ 皆jiē 切
  s  
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2. 鯫 *zòu, *zhòu  ：士shì	 垢gòu 	 切 ＝切三、王二、王三、P3693
zu?/u?  u 　　cf. 仕后　王二；仕垢　『広韻』





















































































 1 樁zhuāng ： 都江 江開二平江知 13
 2 胝zhī ： 丁私 止開三平脂知（切三は陟夷；『広韻』は丁尼）17
 3 ? ： 杜懐 蟹合二平皆澄（増加小韻。『広韻』のみ）27
 4 ? ： 丁全 山合三平仙知（増加小韻。『広韻』作 、P2014
背作 ）42
 5 貯zhù ： 丁呂 遇合三上語知（『経典釈文』に同じ反切あり）79
 6 ? ： 都買 蟹開三上蟹知（増加小韻。切三のみ；王三、徳、
『広韻』ナシ）83
 7湛zhàn ： 徒減 咸開二上豏澄 119
 8戇zhuàng ： 丁降 江開二去絳知（『広韻』は陟降）124
 9儱 ? ： 他用 通合三去用徹（『広韻』は蹱：丑用）125




   11 罩zhào ： 都教 効開二去効知（王二は都孝；王三は丁教；王一は
知教）160
   12 塗×tú ： 徒嫁 仮開二去禡澄（『唐韻』、『広韻』は ：除駕）164
   13 牚chèng ： 他孟 梗開二去敬徹（増加小韻。王三は諍韻に入る）170
   14 ? ： 都陥 咸開二去陥知（『広韻』は陟陥）179
   15 斲zhuó ： 丁角 江開二入覚知（『唐韻』、『広韻』は竹角。『経典釈
文』に同じ反切あり）186
   16 ? ： 丁滑 山合二入黠知　195




   18 ? ： 丁刮 山合二入鎋知（帰字、下字は二等韻。『経典釈文』
にも見える）196
   19 ? ： 徒革 梗開二入麦澄（増加小韻。王二、P5531-4 のみ。
『広韻』未収）204
   20 ? ： 大（＞大 ?）甲 咸開二入狎澄（王二のみ；切三、王一、王三、
P2015-3、『広韻』いずれも丈甲。「丈」の誤写な
ら、類隔切ではなくなる）209
   21 爹diē ： 陟邪 仮開二平麻端（増加小韻。『広韻』のみ）50
   22 ? ： 陟zhì賄hui 蟹合一上賄端（増加小韻。『広韻』のみ）85
   23 ? ： 趍口 流開一上厚定（王二；切三、王一、王三、P3693、
『広韻』は徒口）114
―――――――――――――
   24緻zhì ： 直利 止開三去至澄　128 ←→ 地 dì：徒四　止開三去至
定 129
   25 ? ： 竹下 仮開二上馬知　104 ←→ 觰 ?：都下　仮開二上馬
端（『広韻』は都賈）103
   26盯×dīng *zhĕng： 張梗 梗開二上梗知 109←→打× dă*dĕng：徳冷
梗開二上梗端　109（「盯」、「打」の反切に対応し













を用いたものである。中でも知-端の例が多く、上掲 22 例中 12 例がこれに属
する。「丁」が 7 例、「都」が 4 例である。その他は徹-透の例（22 例中 3 例）



















































菸：一餘反　巻10第 7張　「菸痩」の項 （p.132 下 22）


















































































ては龍宇純 1960、李新魁 1982『韻鏡校證』の注や三沢諄治郎 1960『韻鏡の研
究』第四篇四、「集韻に依る後補字の問題」pp.600-602 参照。
?： 陟賄切 蟹合一上賄知  ←→ ?： 都罪切 蟹合一上賄端









反映することになった。『韻鏡』が依拠した『切韻』でも 24 痕韻 n に相配す
る入声韻は無かったが、没韻に「 ：下没切」と「 ：戸骨切」の二つの匣母
小韻があった。そこで、第 17転（開）の入声韻目欄にも合口韻の没韻の名を挙
げ、匣母の欄に「 」を配している。第 17 転（開）にはこの他、見母に「 」
























































































よく似ている。第 33 転（開）の庚（-梗-敬-陌）韻は麻韻同様、二等韻 a と三
等韻 a が含まれるものであった。「盯」「打」の韻母は二等韻であるから（反
切下字「梗 a」、「冷 a」）、その推定音価は a、a。後者を四等の段に移す
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うと、やはり呂忱の反切（＝呂静の反切）「成 * 西 *se」*e をそのまま受
け入れた結果、「弋 *e 支 *e」*e と同じ字音を意味していたにも拘らず、
下字が斉韻所属字であるため、斉韻に入れてしまった。坂井 1975 の『経典釈
文』に引かれる諸家音注の研究に依れば、『字林』における常母-羊母通用例と






















 と組み合わさった上記反切は異例のものである。海韻  は平声咍韻に相配
する上声韻であり、両者は声調以外の点では変わりない。特別に  と見な






んで説明すると、呂静（＝呂忱）の音韻体系にあっては、「昌 * 待 *」

























た。「昌 *＞s［］待 *＞［］→ s［］」（中古音で
昌母微韻相当）という反切では表わせなくなったので、中古音の体系に即して






であるならば、普通話の読みは「褚  市  切」（＞）から帰納さ
れる chĭ をとるべきと思われるが、そもそも「茝」は常用字ではない。常用字
でないものの読みは結局、韻書に基づいて普通話ならかくあるべきとして決定


































































































　平声 上声 去声 入声 摂
　1     ou   1     ou    1     ou    1     ou  1
 /u/   /u/  /u/  /u/
     u ―    u    u
 /u/  ―  /u/  /u/
　2     o  ① (o)   2     o    2     o
  /u/  /u/  /u/  /u/
　3     o     2     o    3     o    3     o
 /u/  /u/  /u/  /u/
　4     au    3     au    4     au    4     au  2
  /au/  /au/  /au/  /au/
　5     e    4     e    5     e  3
  /e/ /e/  /e /
     e     e     e
  /ue/  /ue/  /ue/
     e     e    e
  /e/  /e/  /e/
     e     e     e
  /ue/  /ue/  /ue/
　6         5         6     
  /e/  /e/  /e/
               
  /ue/  /ue/  /ue/
               
  /e/  /e/  /e/
               
  /ue/  /ue/  /ue/
　7          6         7     
  //  //  //
　8         7         8     
  //  //  //
             
  /u/  /u/  /u/
　9         8         9       4
  //  //  //
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 10     u     9     u  10     u
  /u/  /u/  /u/
 11     o  10     o  11     o
  /u/  /u/  /u/
 12     e  11     e  12     e   5
  /e/  /e/  /e/
     ue     ―    ue
 /ue/    /ue/
 13     
  /ai/
     
  /ua/
     
  /a/
     
  /ua/
 14     
  //
     u
  /u/
 13     a  12     a  15     a
  /a/  /a/  /a/
     ua     ua     ua
  /ua/  /ua/  /ua/
 14       13       16     
  //  //  //
     u     ―    u
  /u/     ―  /u/
 7     a
  /a/
     ua
  /ua/
 15     u  14     u  18     u
  /u/  /u/  /u/
 16        15       19     
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  //  //  //
  20      
  //
     
  /u/
 17     en  16     en  21     en    5     e  6
 /en/  /en/  /en/  /e/
     en     en     en     e
  /uen/  /uen/  /uen/  /ue/
     en     en     en     e
  /en/  /en/  /en/  /e/
 ↑ ↑ ↑ ↑
 18     en   17     en  22     en    6     e
  /uen/  /uen/  /uen/  /ue/
 19     en ② (en) ③ (en)   8     e
  /en/  /en/  /en/  /e/
 20     n  18     n  23     n    7     
  /un/  /un/  /un/  /u/
 21     n  19     n   24     n    9     
  /n/   /n/  /n/  //
 22     n  20     n  25     n  10       （→ 7 ）
  /n/  /n/  /n/  //
     n     n     n     
  /un/  /un/  /un/  /u/
 23     un  21     un  26     un  11     u
  /un/  /un/  /un/  /un/
 24     n  22     n  27     n ④ ()
  /un/  /un/  /un/  /un/
 25     n  23     n  28     n  12       7
  /n/  /n/  /n/  //
 ↑ ↑ ↑ ↑
 26     un   24     un  29     un  13     u
  /un/  /un/  /un/  /u/
 27     an  25     an  30     an  15     a
  /an/  /an/  /an/  /a/
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     uan     uan     uan     ua
  /uan/  /uan/  /uan/  /ua/
 28     n  26     n  31     n  14     
  /n/  /n/  /n/  //
     un     ―    un     u
  /un/     ―  /un/  /u/
　1     en  27     en  32     en  16     en
  /en/  /en/  /en/  /e/
     uen     uen     uen     ue
  /uen/  /uen/  /uen/  /ue/
　2     n   28     n  33     n  17     
  /an/  /an/  /an/  /a/
     n     n     n     
  /uan/  /uan/  /uan/  /ua/
     n     n     n     
  /an/  /an/  /an/  /a/
     n     n     n     
  /uan/  /uan/  /uan/  /ua/
　3     eu  29     eu  34     eu  8
  /eu/  /eu/  /eu/
　4     u  30     u  35     u
  /au/  /au/  /au/
     u     u     u
  /au/  /au/  /au/
　5     au  31     au   36     au
  /au/  /au/  /au/
　6     u  32     u  37     u
  /u/  /u/  /u/
　7       33       38      9
  //  //  //
          ―    ―
 //
 ↑ ↑ ↑
　8     u  34     u  39     u
  /u/  /u/  /u/
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          ―    ―
  /u/     ―    ―
　9     a  35     a  40     a  10
  /a/  /a/  /a/
     ua     ua     ua
  /ua/  /ua/  /ua/
     a     a     a
  /a/  /a/  /a/
 10       36       41      29       11
  //  //  //  //
                    
  /u/  /u/  /u/  /u/
 11        37       42       30     
  //  //  //  //
     u     u     u     u
  /u/  /u/  /u/  /u/
 12     a	 38     a	 43  a  21     a  12
  /a/  /a/  /a/  /a/
     ua     ua     ua     ua
  /ua/  /ua/  /ua/  /ua/
     a     a     a     a
  /a/  /a/  /a/  /a/
     a     a     a     a
  /ua/  /ua/  /ua/  /ua/
 13       39       44      20     
  //  //  //  //
  u  ―    u     u
  /u/  ―  /u/  /u/
 14       40       45       19     
 /a/  /a/  /a/  /a/
                    
  /ua/  /ua/  /ua/  /ua/
 15     e  41     e  46     e  18     e
  /e/  /e/  /e/  /e/
     ue     ue     ue     ue
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  /ue/  /ue/  /ue/  /ue/
 16       42     ― 47       31       13
  /e/     ―  /e/  /e/
 ―    ―    ―    
 ―    ―    ― /ue/
     e     e     e     e
  /e/  /e/  /e/  /e/
 17       43       48       32     
  //  //  //  //
     u     ―    ―    u
 /u/    ―    ― /u/
 18     u  44     u  49     u  14
  /u/  /u/  /u/
 19     u  45     u  50     u
  /u/  /u/  /u/
 20     eu  46     eu  51     eu
  /eu/  /eu/  /eu/
     eu     eu     eu
  /eu/  /eu/  /eu/
 21     e  47     e  52     e  28     e  15
  /e/  /e/  /e/  /e/
     e     e     e     e
  /e/  /e/  /e/  /e/
 22       48       53       22       16
  //  //  //  //
 23       49       54       23     
  //  //  //  //
 24       50       55       26     
 /a/  /a/  /a/  /a/
                    
  /a/  /a/  /a/  /a/
 25     e  51     e  56     e  27     e
  /e/  /e/  /e/  /e/
 26       53       58       24     
  //  //  //  //
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 27     a  54     a  59     a  25     a
 /a/  /a/  /a/  /a/
 28       52       57       33     
  // // // //
 ↓ ↓
 29       55       60       34     
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